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竹田市アンテナショップ出荷協議会

大分県農業賞「最優秀賞」を受賞!

喜びにわく、竹田市アンテナショップ出荷協議
会役員と生産者のみなさん

　

生
産
者
が
丹
精
を
込
め
て
作
っ
た

多
品
目
の
作
物
は
、
竹
田
の
雄
大
な

自
然
に
育
ま
れ
た
「
新
鮮
・
安
全
・

安
心
」
な
も
の
ば
か
り
。
同
市
ア
ン

テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
出
荷
協
議
会
は
、
農

産
物
の
品
質
向
上
や
安
定
し
た
出

荷
に
努
め
、
市
内
の
２
か
所
の
道
の

駅
（
竹
田
、
す
ご
う
）
を
は
じ
め
、

大
分
市
内
の
ス
ー
パ
ー
の
産
直
コ
ー

ナ
ー
に
卸
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

＊

　

平
成
３
年
、「
農
産
加
工
品
と
農

家
菜
園
で
採
れ
る
野
菜
を
販
売
し
、

少
し
で
も
お
金
に
換
え
た
い
」
と
、

生
産
者
７
名
が
今
の「
道
の
駅
竹
田
」

（
市
内
米
納
）
近
く
の
場
所
で
テ
ン

ト
一
張
り
か
ら
始
め
た
直
売
所
。
参

加
者
は
徐
々
に
拡
大
し
、
そ
の
年

に
１
５
０
０
万
円
を
売
り
上
げ
ま
し

た
。

　

平
成
５
年
に
竹
田
市
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
出
荷
協
議
会
を
発
足
。
そ

の
後
、
平
成
７
年
に
農
産
物
の
受
託

販
売
等
を
目
的
と
し
て
社
団
法
人
竹

田
市
わ
か
ば
農
業
公
社
（
現
在
の
一

般
社
団
法
人
農
村
商
社
わ
か
ば
）
が

設
立
さ
れ
、
二
人
三
脚
で
運
営
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
に
「
道
の
駅
竹
田
」
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
販
売
額
も
順
調
に

推
移
し
、
市
外
へ
の
販
路
拡
大
を
図

り
ま
し
た
が
、
出
荷
量
の
不
足
や
一

時
期
の
販
売
成
績
不
振
に
よ
り
、
出

第 47 回（2015 年度）大分県農業賞の発表が行われ、「竹田市アンテナショップ出荷協議会」（川邊利三会長）
は県農業の振興を目的とした先駆的な取り組みで経営の合理化等を図り、地域への貢献が認められ、生産・加工・
販売グループ部門において最優秀賞を受賞しました。

生産者の小さな努力が大きな「地域資源」に！

農　業
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荷
量
が
さ
ら
に
減
少
し
売
り
上
げ
が

伸
び
悩
む
時
期
が
続
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
市
外
店
で
「
竹
田
市
産

品
フ
ェ
ア
」
を
打
ち
出
し
、
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
っ
た
こ
と
で
竹
田
の
農
産
物

が
徐
々
に
消
費
者
に
定
着
、
売
り
上

げ
は
少
し
ず
つ
増
加
。
以
降
、
さ
ら

な
る
売
上
増
に
向
け
て
、
集
出
荷
場

の
整
備
や
株
式
会
社
ト
キ
ハ
と
の
連

携
に
よ
っ
て
、
新
鮮
野
菜
の
販
売
に

力
を
入
れ
、
大
分
市
内
や
豊
後
大
野

市
三
重
町
に
販
路
を
広
げ
て
い
き
ま

し
た
。

　

平
成
22
年
４
月
、「
道
の
駅
す
ご

う
」
を
オ
ー
プ
ン
。
県
内
外
か
ら
の

観
光
客
の
受
入
体
制
、
高
速
バ
ス
の

休
憩
場
所
と
し
て
の
整
備
を
行
い
、

新
鮮
野
菜
や
竹
田
市
産
品
の
積
極
的

な
売
り
込
み
に
よ
り
売
上
額
も
大
幅

に
伸
び
、
会
員
も
増
加
し
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、
会
員
７
６
１
名
。
高

齢
化
を
も
の
と
も
せ
ず「
生
涯
現
役
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
し
た
多
く
の
元
気
な

生
産
者
は
、
農
産
物
や
加
工
品
を
市

内
５
店
舗
の
ほ
か
、
大
分
市
内
８
店

舗
の
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
に
も
出
荷
し
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
農
産
物
の
品
質
、
生
産
性

の
向
上
を
図
る
た
め
、
毎
年
各
支
部

で
地
区
座
談
会
や
講
習
会
を
開
催

し
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
月
22
日
に
「
ア
ン
テ
ナ

委
員
会
」を
開
催
し
、会
長
、副
会
長
、

支
部
長
で
品
目
ご
と
の
毎
月
の
売
上

報
告
や
イ
ベ
ン
ト
内
容
の
協
議
、
ク

レ
ー
ム
内
容
の
情
報
共
有
を
す
る
な

ど
「
組
織
」
と
し
て
団
結
し
、
農
産

物
の
品
質
向
上
や
安
定
出
荷
に
努
め

て
い
ま
す
。

　
　
　

＊

　

協
議
会
は
、
平
成
24
年
度
以
降
水

害
、
雪
害
、
降
灰
に
見
舞
わ
れ
ま
し

た
が
、
平
成
26
年
度
の
売
り
上
げ
は

８
億
円
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
員
全
体
の
80
％
以
上
が

60
歳
以
上
の
高
齢
者
で
あ
り
、
そ
の

う
ち
に
70
％
以
上
は
女
性
が
占
め
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
農
村
女
性

の
所
得
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
協
議
会
と
農
村
商
社
わ

か
ば
と
の
連
携
に
よ
り
、
市
外
に
も

広
く
販
路
を
広
げ
る
生
産
集
団
と

な
っ
て
、
個
々
の
農
家
の
小
さ
な
生

産
は
、
本
市
の
地
域
資
源
と
し
て
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

川
邊
利
三
会
長
は
「（
最
優
秀
賞

受
賞
は
）
と
て
も
喜
ば
し
い
こ
と
。

生
産
者
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
大
き

な
励
み
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
今

年
度
も
昨
年
を
上
回
る
年
間
売
り
上

げ
を
予
測
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
な
る

飛
躍
を
遂
げ
る
た
め
に
、
道
の
駅
竹

田
は
大
型
バ
ス
の
乗
り
入
れ
が
で
き

る
よ
う
に
、駐
車
場
の
増
設
工
事（
３

月
末
完
成
予
定
）
を
進
め
て
お
り
、

観
光
客
の
増
加
を
見
込
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
」
と
語
り
、
今
後
も
さ
ら

な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

安
心
な
高
品
質
の
農
産
物
を

お
客
様
に
提
供

↑アンテナショップ１号店（城原米納）。テントひと張りから始まった

↑毎月開催される「アンテナ委員会」の様子
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↑日本ヘルスツーリズム振興機構の森昭三理事長から
表彰状を手渡される首藤市長

←「温泉療養システ
ム」の取り組みを発
表しました

←入浴プログラム
の指導実習。「身
体を水平に浮かべ
る「寝湯」がリラ
ックスに効果があ
る」と温泉利用指
導者の松田洋さん

↑温泉に関する医学の講義を受ける参
加者のみなさん

　

１
月
８
日
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
日
本
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興

機
構
（
森
昭
三
理
事
長
）
の
公
募
に

よ
る
「
第
８
回
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム

大
賞
・
奨
励
賞
」
の
審
査
発
表
が

行
わ
れ
、「
竹
田
市
温
泉
療
養
保
健

シ
ス
テ
ム
」
が
見
事
大
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。（
応
募
数
21
団
体
）

　
２
月
８
日
、
表
彰
式
が
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ビ

ル
大
ホ
ー
ル
（
東
京
都
品
川
区
）
で

開
催
さ
れ
、
森
昭
三
理
事
長
か
ら
首

藤
勝
次
竹
田
市
長
に
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
個
人
、
事
業
者
、
団

体
、
自
治
体
な
ど
を
対
象
に
、
ヘ
ル

ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
優
れ
た
取
り
組
み

を
表
彰
し
、広
く
紹
介
す
る
も
の
で
、

全
国
の
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
連

す
る
活
動
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
「
温
泉
療
養
保
健
シ
ス

テ
ム
」（
温
泉
療
法
を
体
験
す
る
３

泊
以
上
の
宿
泊
者
に
入
浴
料
と
宿

泊
料
の
一
部
を
市
が
助
成
す
る
仕
組

み
）
を
核
と
し
た
取
り
組
み
は
、「
温

泉
を
活
か
し
た
予
防
医
療
」「
健
康

づ
く
り
と
観
光
振
興
」
の
多
面
的

に
推
進
し
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
も
多
く
の
皆
様
に「
竹
田
市
」

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

薬
効
の
高
い
温
泉
が

国
民
の
健
康
増
進

に
寄
与
さ
れ
る
と
と

も
に
、
さ
ら
な
る
観

光
振
興
を
目
指
し

ま
す
。

官
民
一
体
と
な
っ
て
挑
戦
し
た

　
　

唯
一
無
比
の
「
政
策
」
が
認
め
ら
れ
た
！

  「
竹
田
市
温
泉
療
養
保
健
シ
ス
テ
ム
」
が
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
賞
を
受
賞

温
泉
を
活
か
し
た
健
康
づ
く
り

「
温
泉
入
浴
指
導
員
養
成
講
座
」を
開
催

温
泉・入
浴
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を

目
指
し
て

　

温
泉
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
や

人
材
の
育
成
を
推
進
す
る
本
市
は
、

地
方
創
生
事
業
の
一
環
と
し
て
、
日

本
健
康
開
発
財
団
と
共
催
し
た
「
温

泉
入
浴
指
導
員
養
成
講
座
」
を
２
月

14
、
15
日
の
２
日
間
、
長
湯
温
泉
観

光
協
会
及
び
温
泉
療
養
文
化
館
「
御

前
湯
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が

認
定
す
る
「
温
泉
利
用
プ
ロ
グ
ラ
ム

型
健
康
増
進
施
設
に
係
る
認
定
基

準
」
に
定
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
安
全

か
つ
適
切
な
実
践
を
指
導
し
、
安
全

管
理
や
救
急
処
置
が
で
き
る
指
導
者

を
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

市
内
の
温
泉
関
係
（
健
康
運
動
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
施
設
・
旅
館
等
）

や
市
外
の
一
般
公
募
、
関
係
市
職
員

を
含
め
34
名
が
参
加
。

　

初
日
、
テ
レ
ビ
等
で
ご
活
躍
の
早

坂
信
哉
先
生
に
よ
る
「
温
泉
医
学
総

論
」（
温
泉
入
浴
の
身
体
的
影
響
や

温
泉
の
効
果
）
や
、「
健
康
学
」（
健

康
増
進
医
学
の
基
礎
）、「
温
熱
生
理

学
」（
温
泉
環
境
と
健
康
と
の
関
わ

り
）
等
の
講
義
を
受
け
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、「入
浴
の
作
用
」
や
「
入

浴
方
法
」
等
の
講
義
を
受
け
た
あ
と
、

年
齢
・
健
康
状
態
に
配
慮
し
た
「
入

浴
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
作
成
し
、
浴
場
に

て
指
導
実
習
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
各
温
泉
施
設
や
健
康
づ
く

り
の
指
導
の
場
で
、
温
泉
入
浴
指
導

員
と
な
っ
た
み
な
さ
ん
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

さらなる
　後押し !

地方創生
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人権シリーズ　No.11

↑「飲んで効き、長湯して利く」長湯温
泉の魅力を今こそ世界へ！

外
国
人
観
光
客
に
圧
倒
的
な
支
持
！

「
長
湯
温
泉
」が

　
九
州
の
ベ
ス
ト
温
泉
地
に

　

あ
な
た
は
「
男
」
で
す
か
？
「
女
」

で
す
か
？
そ
れ
に
つ
い
て
深
く
考
え

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

私
た
ち
は「
性
」に
つ
い
て「
男
」・

「
女
」
と
い
う
二
つ
の
視
点
で
様
々

な
事
を
考
え
が
ち
で
す
が
、
実
際
の

「
性
」
は
実
に
豊
か
で
多
様
な
の
で

す
。

　
「
性
」
の
あ
り
方
の
こ
と
を
セ
ク

シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
言
い
ま
す
が
、
セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
は
、
自
分
の
性

別
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
、
ど
ん
な

相
手
を
好
き
に
な
る
か
と
い
う
こ
と

で
す
。

Ｌ　

レ
ズ
ビ
ア
ン
（
自
分
は
女
、
女

の
人
が
好
き
）

Ｇ　

ゲ
イ
（
自
分
は
男
、
男
の
人
が

好
き
）

Ｂ　

バ
イ
セ
ク

シ
ャ
ル
（
女
の

人
も
男
の
人
も

好
き
））

Ｔ　

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
（
心
の

性
と
、
か
ら
だ
の
性
が
一
致
し
て
い

な
い
人
）

な
ど
、
多
数
派
と
は
違
っ
た
セ
ク
シ

ュ
ア
リ
テ
ィ
の
人
が
存
在
し
、
こ
の

よ
う
な
様
々
な
性
の
あ
り
方
を
持
っ

て
い
る
人
の
事
を
最
近
で
は
、
そ
の

頭
文
字
を
と
っ
て
総
称
し
て
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
と
呼
ぶ
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
個
人
の
趣
味
で
も
な
け
れ

ば
、
病
気
で
も
異
常
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
同
性
婚
が
認
め

ら
れ
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
で
は
首
相

が
同
性
婚
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

日
本
を
含
め
多
く
の
国
で
は
「
心
の

性
」
を
優
先
し
て
生
き
る
こ
と
が
法

律
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

電
通
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ラ
ボ
が

２
０
１
５
年
に
行
っ
た
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

調
査
２
０
１
５
」
に
よ
る
と
、
こ
の

よ
う
な
人
た
ち
は
７・
６
％
、
つ
ま

り
13
人
に
1
人
程
度
い
る
と
推
定
さ

れ
、
左
利
き
の
人
や
AB
型
の
人
が
日

本
人
に
占
め
る
割
合
と
ほ
ぼ
同
じ
と

い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
が
気
付
い
て
い
な
い
だ
け

で
、
あ
な
た
の
そ
ば
に
も
き
っ
と
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
に
気
づ

か
な
い
人
が

ほ
と
ん
ど
で

は
な
い
で
し

ょ
う
か
？
そ

れ
は
偏
見
に
よ
る
差
別
を
お
そ
れ
、

自
分
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い

て
深
く
悩
み
、
隠
そ
う
と
し
て
し
ま

う
か
ら
で
す
。

　

気
づ
か
な
い
だ
け
で
な
く
「
自
分

と
は
無
関
係
」
だ
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
？
こ
れ
は
13
人
に
1
人
だ
け
の

問
題
で
は
な
く
、
多
様
な
性
の
一

員
で
あ
る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

考
え
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
こ

と
な
の
で
す
。

　
『
人
の
数
だ
け
性
が
あ
り
、
命
が
あ
る

こ
と
。
そ
し
て
そ
れ
は
虹
の
よ
う
に
う
つ

く
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
え
れ
ば
い
ま
ま
で
の「
常
識
」

は
大
き
く
変
わ
る
は
ず
で
す
。
ど
う
か
、

命
の
か
た
ち
を
ま
る
ご
と
大
切
に
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
い
つ
か
、「
誰
も
が

自
分
ら
し
く
在
れ
る
」
そ
ん
な
優
し
い
社

会
に
な
っ
て
ほ
し
い
。』　

（
太
郎
次
郎
社
・「
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
レ
タ

ー
ズ
」RYO

JI

＋
砂
川
秀
樹 

編
よ
り
）　

問
竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
☎
63‒

１
１
１
１（
内
線
３
４
３
）

　２月 16 日、竹田市は温泉利用型健康増進施設（ミ
ニクアハウス）建設にあたり、設計者を選定するため

「公募型プロポーザル公開プレゼンテーション・ヒアリ
ング」を直入支所大会議室で実施しました。（最終審査
に進んだのは６者）
　終了後、審査委員会が行われました。その結果、最
優秀者には㈱坂茂建築設計、次点者には和田・イーイ
ー設計業務共同企業体を選定しました。

「ミニクアハウス」の設計者が決定！

　

九
州
観
光
推
進
機
構
が
、
九
州

の
温
泉
地
の
魅
力
を
広
く
世
界
中

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、「
Ｋ

Ｙ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｕ　

Ｏ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｎ　

Ｃ
Ｏ

Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｔ　

２
０
１
５
」
を
開
催

し
、竹
田
市
直
入
町
の
「
長
湯
温
泉
」

が
得
票
ラ
ン
キ
ン
グ
の
１
位
に
輝
き

ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
「
九
州
在
住

ま
た
は
海
外
在
住
の
外

国
人
の
方
」
を
対
象
に
、

昨
年
11
月
５
日
か
ら
今

年
１
月
15
日
の
間
、
外
国
人
九
州

観
光
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
選
出
さ

れ
た
九
州
各
県
20
の
温
泉
地
の
中

か
ら
「
行
き
た
い
温
泉
地
」
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
投
票
で
募
り
、
そ
の
得

票
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ
っ
て
「
外
国
人

が
選
ぶ
九
州
の
ベ
ス
ト
温
泉
地
」
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

外
国
人
観
光
客
は
「
炭
酸
泉
」

に
関
心
が
髙
い
と
い
う
結
果
に
、
今

後
の
観
光
客
誘
致
に
も
弾
み
が
つ

く
こ
と
で
し
ょ
う
。

公開プレゼン
テーションの
様子
　　　　　→

多
様
な
性
と
と
も
に　
～
私
ら
し
く
あ
な
た
ら
し
く
～
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軽自動車税が平成28年度 から変わります!

現行税率…平成 27 年
3 月 31 日までに新規登
録した車両には、税率
の変更はありません。

新 税 率…平成 27 年
4 月 1 日以降に新規登
録する車両から新税率
が適用されます。

重課税率…新規登録を
受けた年月から 13 年を
経過した車両は平成 28
年度から適用されます。

軽自動車税の改正例（自動車検査証の「初度検査年月」欄をご覧ください）
例）軽四輪の乗用・自家用車の場合
　■初度検査年月が平成14年（2002年）以前
　　平成 27 年度の軽自動車税は 7,200円
　　平成 28 年度以降の軽自動車税は 12,900円

　■初度検査年月が平成15年（2003年）から
　平成 27年（2015年）３月まで
　　平成 27 年度の軽自動車税は 7,200円
　　平成 28 年度の軽自動車税は 7,200円
　　平成 29 年度以降順次初度検査年月から 13 年を
　　超えた次の年度からの軽自動車税は 12,900円

《重課年度の例：初度検査年月が平成20年8月の場合》
　　平成 33 年度までの軽自動車税は 7,200円
　　平成 34 年度以降の軽自動車税は 12,900円

　■初度検査年月が平成２７年（2015年）４月以降
　　平成 27 年４月１日に軽自動車を所有した場合、
　　平成 27 年度からの軽自動車税は 10,800円
　　平成 27 年４月２日以降に軽自動車を所有した場
　　合、平成 28 年度からの軽自動車税は 10,800円
　　（平成 27 年度の軽自動車税は課税されません）
　　初度検査年月から 13 年を超えた次の年度からの
　　軽自動車税は 12,900円

《重課年度の例：初度検査年月が平成 27 年５月の場合》
　　平成 40 年度までの軽自動車税は 10,800円
　　平成 41 年度以降の軽自動車税は 12,900円

※ 初度検査年月日とは
自動車検査証に記載されている初度検査年のことです。
新規登録を表します。
※平成 15 年 10 月 14 日前に最初の新規検査を受けた車
両は年までの記載しかないため、その年の 12 月に検査を
受けたものとみなすことになります。（地方税法等の一部
を改正する法律改正附則第 14 条第 2 項）

●❶初度登録年月

軽自動車の申告手続きが必要です
　軽自動車税は、４月１日時点の所有者（割賦販売の場合は使用者）に課税されます。
　廃棄・譲渡をした場合は、廃車または名義変更の申告手続きが必要です。手続き
をされないと引き続き軽自動車税が課税されますので、３月末までに各機関窓口に
て手続きを行ってください。なお、市外に転出されたなどで主たる定置場が変更と
なった場合も手続きが必要となります。
○竹田市ナンバー（荻町、久住町、直入町ナンバー含む）
　【原動機付自転車（125CC 以下）、小型特殊自動車（農耕用、一般）、ミニカー】
　　手続き場所：竹田市役所税務課及び各支所
　　必要なもの
　　　・印鑑
　　　・ナンバープレート（紛失した場合は、弁償金２００円が必要です）
　　　・軽自動車税廃車申告書（市役所税務課及び各支所にあります）
○四輪の軽自動車、二輪の軽自動車（125cc を超え250CC以下のバイク）
　　手続き場所：大分県軽自動車協会
　　　　　　　　大分市三佐５－１－２７　☎０９７- ５２４- ０２２２
○二輪の小型自動車（排気量が250CCを超えるバイク）
　　手続き場所：九州運輸局大分運輸支局
　　　　　　　　大分市大洲浜１－１－４５　☎０５０- ５５４０- ２０８７
●お問い合せ　竹田市税務課　課税係　☎６３- １１１１（内線 125）

税　金
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軽自動車税が平成28年度 から変わります!
　地方税法等の一部改正によって、軽自動車税が平成 28 年度から以下のように変更になります。
　グリーン化を進める観点から、最初の新規検査から 13 年を経過した三輪及び四輪の軽自動車について重課
が導入されます。
　また、三輪及び四輪の軽自動車で、排出ガス性能及び燃費性能の優れた環境負荷の小さいものについて、
グリーン化特例（軽課）を適用します。

H27 年度は現行税率です。H28 年度から重課税率になります。

「最初の新規検査年」から 13 年目までは現行税率です。14 年目以降重課税率になります。

「最初の新規検査年」から 13 年目までは新税率です。14 年目以降重課税率になります。

①原付や 125㏄以上のバイクなどの車両
車種区分 H27 年度まで H28 年度から

原　付

50㏄以下 1,000 円 2,000 円
50㏄超 90㏄以下 1,200 円 2,000 円

90㏄超 125㏄以下 1,600 円 2,400 円
ミニカー 2,500 円 3,700 円

軽二輪（125㏄超 250㏄以下） 2,400 円 3,600 円
小型二輪（250㏄超） 4,000 円 6,000 円

小型特殊
農耕作業用 1,600 円 2,400 円

その他 4,700 円 5,900 円

②軽四輪などの車両（「最初の新規検査年」によって税額が異なります。）
●「最初の新規検査年」が平成 14 年（2002 年）以前

車種区分 H27 年度 H28 年度から
三　輪 3,100 円 4,600 円

四輪以上
乗用

自家用 7,200 円 12,900 円
営業用 5,500 円 8,200 円

貨物用
自家用 4,000 円 6,000 円
営業用 3,000 円 4,500 円

●「最初の新規検査年」が平成 15 年（2003 年）～平成 27 年（2015 年）3 月

車種区分 H27 年度
H28 年度から

最初の新規検査年
から 13 年目まで

最初の新規検査年
から 14 年目以降

三　輪 3,100 円 3,100 円 4,600 円

四輪以上
乗用

自家用 7,200 円 7,200 円 12,900 円
営業用 5,500 円 5,500 円 8,200 円

貨物用
自家用 4,000 円 4,000 円 6,000 円
営業用 3,000 円 3,000 円 4,500 円

●「最初の新規検査年」が平成 27 年（2015 年）4 月以後

車種区分 H27 年度
H28 年度から

最初の新規検査年
から 13 年目まで

最初の新規検査年
から 14 年目以降

三　輪 － 3,900 円 4,600 円

四輪以上
乗用

自家用 － 10,800 円 12,900 円
営業用 － 6,900 円 8,200 円

貨物用
自家用 － 5,000 円 6,000 円
営業用 － 3,800 円 4,500 円

●「最初の新規検査年」が平成 27 年（2015 年）4 月以後（軽課対応分）
＜適用条件＞
平成 27 年 4 月 1 日から平成 28 年 3 月 31 日までに最初の新規検査を受けた三輪及び
四輪の軽自動車（新車に限る。）で、次の基準を満たす車両について、当該取得をした
日の属する年度の翌年度（平成 28 年度）分の軽自動車税に限り、グリーン化特例（軽
課）を適用します。

車種区分
H28 年度

（あ） （い） （う）
三　輪 1,000 円 2,000 円 3,000 円

四輪以上
乗用

自家用 2,700 円 5,400 円 8,100 円
営業用 1,800 円 3,500 円 5,200 円

貨物用
自家用 1,300 円 2,500 円 3,800 円
営業用 1,000 円 1,900 円 2,900 円

（あ）電気自動車・天然ガス軽自動車
　　（平成 21 年排出ガス 10％低減）

（い）乗　用：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成
　　（★★★★）かつ平成32 年度燃費基準＋20％達成車
　　 貨物用：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成
　　（★★★★）かつ平成27 年度燃費基準＋35％達成車

（う）乗　用：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成
　　（★★★★）かつ平成32 年度燃費基準達成車
　　 貨物用：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成
　　（★★★★）かつ平成27 年度燃費基準＋15％達成車
※（い）、（う）については、揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃
料とする軽自動車に限ります。
※各燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載さ
れています。
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↑「廃油石けん」は文化祭で販売し寄付活動に

↑完成した添ケ津留自治会コミュニティセンター

←ペットボトルキャップ集め

↑地元の大声援を受けてゴールする吉良選手

　「第 58 回県内一周大分合同駅伝競
走大会」（２月 22 日～ 26 日）が行わ
れました。
　２日目（23 日）、吉良進選手（竹田
市役所勤務〔31 歳〕）が力強い走りで
市役所本庁舎前を４位でゴールイン。
　吉良選手は「沿道の皆さんの声援が
力となって、最後まで頑張って走ること
ができました。ありがとうございました」。
　また、３日目（24 日）は中村大海
選手（日本文理大）が出発しました。

宝
く
じ
の
助
成
金
で

「
添
ケ
津
留
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
」が

整
備
さ
れ
ま
し
た
‼

県内一周駅伝
吉良進選手が
　　　故郷竹田入り

「第 29回福祉優秀校・大分合同新聞賞」

久住中学校が「福祉優秀校」に！

　

２
月
16
日
、「
第
29
回
福
祉
優
秀

校
・
大
分
合
同
新
聞
賞
」
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
、
福
祉
教
育
活
動
に

熱
心
に
取
り
組
む
学
校
と
し
て
、
久

住
中
学
校
（
添
田
俊
雄
校
長・64
人
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

久
住
中
学
校
は
故
郷
で
学
び
、

生
き
て
い
く「
誇
り
」を
育
も
う
と
、

生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
環
境
活

動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
主
な
活
動
内
容
は
、
数
年

前
か
ら
生
徒
会
生
活
部
が
中
心
と

な
り
地
域
の
中
で
自
主
的
に
始
め

た
「
登
校
時
の
ご
み
拾
い
活
動
」、

10
年
前
か
ら
生
徒
会
保
体
部
が
中

心
と
な
り
、
地
域
か
ら
回
収
し
た

廃
油
か
ら
石
け
ん
づ
く
り
等
を
行

っ
た
「
石
け
ん
づ
く
り
及
び
文
化

祭
で
販
売
、
寄
付
活
動
」、
５
年
前

か
ら
生
徒
会
本
部
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
一
環
で
始
め
た
「
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
集
め
及
び
寄
付

活
動
」
で
す
。

　

ま
た
、「
あ
い
さ
つ
運
動
」（
地
域

の
方
に
さ
わ
や
か
な
あ
い
さ
つ
）
や

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」（
バ
ン
ジ
ー

等
の
栽
培
）
等
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、

生
徒
た
ち
の
明
る
く
元
気
な
活
動

は
久
住
地
域
の
活
気
を
生
ん
で
い

ま
す
。

　

久
住
地
域
の
添
ケ
津
留
自
治
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し

ま
し
た
。
総
工
費
は
９
４
０
万
円
、

床
面
積
は
78
・
２
平
方
㍍
（
23
・

７
坪
）
で
す
。

　

こ
れ
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

（
宝
く
じ
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と

し
た
助
成
〔
助
成
額
は
５
６
０
万

円
〕）
と
自
治
会
負
担
金
を
活
用
し

て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
拠
点
と
な
る
施
設
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
継
続
が
図
ら
れ
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
地
域
主
体
の
活
動
展
開

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
７
日
、「
第
24
回
Ｂ
＆
Ｇ
財

団
会
長
杯
争
奪
直
入
少
年
柔
道
大

会
」
が
竹
田
直
入
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
体
育
館
柔
道
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

近
隣
市
の
柔
道
館
か
ら
多
く
の
小

学
生
が
参
加
。
会
場
に
は
応
援
者
の

熱
い
声
援
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
個
人
の
部
（
４
年
生
男
子
）

に
お
い
て
、
直
入
町
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ

の
中
島
翔
希
く
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
。熱き血潮！少年柔道大会

まちの話題
T O W N  T O P I C S
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↑スキー場がなくても同志を求む！
↑図書の分類作業を行う地域住民のみなさん

↑「人は置かれた環境に適応する」と語る
竹下氏

↑声援に応え懸命に走る選手のみなさん

　22 年前、旧直入町の第２代国際交流員とし
てご活躍し、現在は上海ドイツ総領事館のヨ
アン・バイサット副総領事を講師に迎えた講
演会が２月 15 日、直入支所大会議室で行わ
れました。
　縁のある地域住民や大分日独協会員ら約
60 名が参加。ヨアン総領事は、観光戦略とし
て「日本に関心のある中国の観光客をうまく
呼び込むために環境整備が必要」と講じてい
ただきました。

冬
の
県
体
ス
キ
ー
競
技
で
健
闘

旧
岡
本
小
校
舎
に「
地
域

住
民
に
よ
る
手
づ
く
り

図
書
館
」開
館
へ

地
域
の
絆
を
つ
な
ぐ
！

嫗
岳
地
区
駅
伝
競
走
大
会

ヨアン上海ドイツ副総領事が講演会

　

２
月
７
日
、「
第
35
回
嫗
岳
地
区

駅
伝
競
走
大
会
」
が
嫗
岳
分
館
グ
ラ

ン
ド
を
ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
絆
を
深
め
る
歴
史
あ
る
大

会
に
、
老
若
男
女
の
住
民
66
名
（
11

チ
ー
ム
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

祖
母
山
の
麓
へ
吹
き
お
ろ
す
寒
風

の
中
、
選
手
の
み
な
さ
ん
は
６
区
間

（
７
・
22
㎞
）
の
コ
ー
ス
を
襷た
す
きで

つ

な
ぎ
、
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
主
な

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
総
合
】

１
位
・
倉
木
Ａ
チ
ー
ム
（
渡
辺
陽
介
、

二
宮
青
香
、
後
藤
健
太
、
後
藤
翔
太
、

後
藤
嘉
明
、
堀
徳
広
）

２
位
・
中
角
Ａ
チ
ー
ム

３
位
・
倉
木
Ｂ
チ
ー
ム

　

１
月
30
、
31
日
の
２
日
間
、「
第

69
回
大
分
県
民
体
育
大
会
」
の
ス
キ

ー
競
技
が
九
重
森
林
公
園
ス
キ
ー
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
場
の
な
い
本
市
か
ら
も
堀

場
貴
雄
さ
ん
、
中
島
亜
紀
子
さ
ん
、

渡
辺
雅
彦
さ
ん
の
３
名
が
出
場
し
、

総
合
９
位
と
健
闘
し
ま
し
た
（
昨
年

か
ら
２
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
）。
来
年
の
さ

ら
な
る
飛
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
10
日
、
竹
田
市
食
育
推
進
委

員
会
は
子
ど
も
が
作
る〝
弁
当
の
日
〟

提
唱
者
の
竹
下
和
男
氏
を
講
師
に
迎

え
、「
平
成
27
年
度
食
育
講
演
会
」

を
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
子
ど
も
を
台
所
に
立

た
せ
よ
う
」。
竹
下
氏
は
、
近
年
の

手
料
理
を
せ
ず
に
育
っ
た
大
学
生
の

「
１
日
の
食
事
」
を
写
真
で
紹
介
し
、

食
生
活
の
乱
れ
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま

す
。
ま
た
、
人
は
置
か
れ
た
環
境
に

適
応
す
る
の
で
、
子
ど
も
の
頃
か
ら

料
理
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
食

の
安
全
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
る

だ
け
で
な
く
、「
家
族
を
喜
ば
せ
た

い
」「
美
味
し
い
と
食
べ
て
も
ら
え

た
こ
と
が
嬉
し
い
」
と
い
う
気
持
ち

が
〝
思
い
や
り
〟
や
〝
感
謝
の
心
〟

を
育
む
と
語
り
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
参
加
者
は
興
味
深
く
、
講

演
に
聞
き
入
って
い
ま
し
た
。
な
お
竹

田
市
内
で
は
、
直
入
中
学
校
が
「
弁

当
の
日
」
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

岡
本
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
（
峯
田

義
光
会
長
）
と
岡
本
分
館
は
、
３
年

前
に
閉
校
し
た
旧
岡
本
小
学
校
の
校

舎
内
に
地
域
の
住
民
に
よ
る
「
手
づ

く
り
図
書
館
」
を
作
ろ
う
と
、
地
域

内
外
に
広
く
図
書
の
寄
贈
を
呼
び
か

け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
３
年

間
に
集
ま
っ
た
図
書
は
約
９
千
冊
。

２
月
14
日
、
地
域
住
民
の
有
志
約
30

名
が
駆
け
つ
け
、
早
朝
か
ら
本
箱
の

整
備
や
図
書
の
分
類
作
業
、
清
掃
等

に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

工
藤
雅
生
事
務
局
長
は
「
高
齢
者

が
多
い
こ
の
地
区
で
は
市
立
図
書
館

ま
で
行
く
こ
と
も
難
し
い
。
住
民
の

み
な
さ
ん
に
身
近
な
図
書
館
と
し
て

使
っ
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
今
後

は
市
の
図
書
館
と
も
連
携
し
、
い
い

本
を
お
借
り
し
て
巡
回
図
書
館
の
場

と
し
て
の
活
用
も
考
え
て
い
る
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
７
日
に
オ
ー
プ
ン
の
予
定
。

開
館
日
は
分
館
長
の
勤
務
日
で
あ
る

「
月
曜
日
」
と
「
金
曜
日
」。
開
館
時

間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分

で
地
域
外
の
方
も
利
用
で
き
ま
す
。

竹
下
和
男
氏
の「
食
育
講
演
会
」開
催

今
こ
そ
、子
ど
も
た
ち
を

台
所
に
立
た
せ
よ
う
！

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）
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史
上
最
多
応
募
数
を
更
新
！

第
５
回「
荒
城
の
月
短
歌
大
会
」入
選
作
品
発
表	

　

歴
史
・
文
化
を
大
切
に
継
承
し
て
い
く
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
平
成
23
年
度
よ
り
実
施
し
て
き
た「
荒
城
の
月
短
歌
大
会
」

も
今
年
で
第
５
回
目
を
迎
え
、
全
国
各
地
か
ら
今
年
は
１
７
９
７
首
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
選
者
は
竹
田
市
出
身

の
歌
人
・
川
野
里
子
さ
ん
。
入
選
作
品
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

 

題　

詠　
「
水
」

■
一
般
の
部

最
優
秀
賞

地
球
儀
の
糊
の
剥
が
る
る
隙
間
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

潜
水
艦
は
出
航
し
た
り

（
愛
媛
県
・
大
野
景
子
）

優
秀
賞

火
星
に
は
い
ま
で
も
水
が
あ
る
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
水
で
作
っ
た
カ
ル
ピ
ス
で
す

（
大
分
県
・
岡
方
大
輔
）

稲
妻
の
ご
と
く
水
蹴
る
あ
め
ん
ぼ
は
小
さ
き
獲
物
ひ
と
つ
を
捕
ふ

（
大
分
県
・
首
藤
南
朝
）

佳　

作

水
槽
に
め
だ
か
を
飼
い
し
こ
と
も
あ
り
暁
の
闇
宇
宙
船
光
る

（
竹
田
市
・
工
藤
昭
子
）

一
斉
に
空
に
吸
ひ
つ
く
噴
水
が
止
め
ば
多
国
語
あ
ふ
れ
出
す
街

（
大
分
県
・
金
澤
諒
和
）

噴
水
の
光
に
群
れ
る
子
ど
も
た
ち
鰭
も
翼
も
捨
て
た
る
さ
ま
に

（
愛
媛
県
・
平
山
繁
美
）

お
に
お
こ
る
鬼
怒
川
決
壊
水
ひ
か
ず
夜
の
よ
ど
み
に
満
月
ゆ
れ
る

（
茨
城
県
・
栗
崎
國
一
郎
）

は
げ
ま
し
て
父
の
ズ
ボ
ン
の
ベ
ル
ト
持
ち
清
水
寺
の
坂
歩
か
せ
る

（
宮
崎
県
・
黒
木
直
行
）

三
角
に
口
と
が
ら
せ
て
拒
む
け
ど
受
け
入
れ
た
く
て
水
玉
ワ
ン
ピ

（
東
京
都
・
小
野　

史
）

閉
山
の
後
も
続
け
る
水
の
処
理
尾
平
の
建
屋
に
灯
が
点
る

（
大
分
県
・
後
藤
順
子
）

わ
が
町
も
旅
番
組
で
映
り
た
り
コ
ッ
プ
の
水
も
キ
ラ
キ
ラ
光
る

（
千
葉
県
・
花
澤
冨
美
雄
）

子
を
生
せ
ぬ
思
ひ
一
度
も
打
ち
明
け
ず
湖
水
の
ご
と
く
二
人
は
暮
ら
す

（
大
分
県
・
野
上
ノ
ブ
コ
）

と
ほ
き
代
の
金
魚
の
渡
来
お
も
は
せ
て
水
の
に
ほ
ひ
の
夕
映
え
の
空

（
香
川
県
・
藪
内
眞
由
美
）

■
青
少
年
の
部　

～
高
校
生
～ 

最
優
秀
賞

飲
み
込
ん
だ
水
が
わ
た
し
の
中
心
を

　
　
　
　
　

ま
っ
す
ぐ
抜
け
て
す
こ
し
と
ま
ど
う

（
明
治
大
学
付
属
明
治
高
等
学
校
・
稲
垣　

眸
）

優
秀
賞

何
だ
こ
れ
一
年
前
の
水
曜
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
に
ハ
ー
ト
の
マ
ー
ク

（
大
阪
府
立
千
里
青
雲
高
等
学
校
・
久
保
穂
乃
果
）

水
の
中
ぐ
に
や
り
と
ま
が
る
き
み
の
か
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　

抱
き
し
め
た
か
り
秋
の
ゆ
ふ
ぐ
れ

（
灘
高
等
学
校
・
水
田　

陸
）

佳　

作

香
水
の
香
り
が
ふ
わ
り
た
だ
よ
っ
て
今
日
は
特
別
大
人
の
わ
た
し

（
大
阪
府
立
千
里
青
雲
高
等
学
校
・
須
藤
有
果
子
）

通
り
雨
君
と
二
人
で
雨
や
ど
り
水
の
音
だ
け
響
い
て
く
る
の

（
大
阪
府
立
千
里
青
雲
高
等
学
校
・
藤
森
小
夏
）

傷
口
を
綺
麗
な
水
で
雪
ぐ
よ
う
に
ア
ド
レ
ス
帳
の
君
の
名
を
消
す

（
慶
応
義
塾
高
等
学
校
・
増
井
俊
雅
）

東
京
の
イ
チ
ゴ
ク
レ
ー
プ
う
ま
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　

き
っ
と
下
水
も
い
い
に
お
い
だ
よ

（
宮
崎
県
立
宮
崎
西
高
等
学
校
・ 

長
友
重
樹
）

■
青
少
年
の
部　

～
小
・
中
学
生
～ 

最
優
秀
賞

水
の
中
み
ん
な
の
声
が
消
え
て
い
く

　
　
　
　
　

か
べ
に
つ
く
ま
で
ゴ
ー
ル
は
ひ
と
つ

（
ワ
シ
ン
ト
ン
日
本
語
学
校
・
浅
野
も
み
じ
）

優
秀
賞

み
ず
う
み
が
ぼ
く
の
姿
を
映
し
出
す
ぼ
く
の
す
べ
て
を
分
か
っ
た
よ
う
に

（
宮
城
県
名
取
市
立
第
二
中
学
校
・
中
村
響
人
）

雨
上
が
り
自
分
の
表
情
た
し
か
め
る
雨
が
残
し
た
水
の
鏡
で

（
竹
田
市
立
緑
ヶ
丘
中
学
校
・
安
南
友
里
乃
）

佳　

作

大
そ
う
じ
雑
巾
し
ぼ
り
見
上
げ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　

水
で
も
消
せ
な
い
真
っ
か
な
夕
焼
け

（
東
京
都
港
区
立
高
輪
台
小
学
校
・
中
村
治
樹
）

水
分
子
く
の
字
に
曲
が
っ
た
形
だ
な

　
　
　
　
　
　
　

ま
っ
す
ぐ
じ
ゃ
な
い
な
ん
で
な
の
か
な

（
ワ
シ
ン
ト
ン
日
本
語
学
校
・
横
堀
就
海
）

水
の
輪
が
ひ
ろ
が
っ
て
行
く
ま
ん
ま
る
な
円
お
な
じ
で
も
心
が
移
ろ
う

（
福
山
市
立
城
南
中
学
校
・
中
田
光
紀
）

清
水
も
汚
水
も
飲
ん
だ
そ
の
先
に
吐
き
出
す
水
は
何
色
だ
ろ
う

（
竹
田
市
立
久
住
中
学
校
・
小
寺
正
修
）

水
た
ま
り
写
る
自
分
が
ゆ
れ
て
い
る
こ
れ
か
ら
進
路
ど
う
し
よ
う
か
と

（
竹
田
市
立
直
入
中
学
校
・
古
瀬
大
騎
）
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自
由
題

■
一
般
の
部 

最
優
秀
賞

己
の
道
真
っ
直
ぐ
進
め
と
君
が
言
う

　
　
　
　

助
手
席
で
聞
く 

ウ
ィ
ン
カ
ー
か
ち
か
ち

（
愛
知
県
・
加
藤
洋
志
）

優
秀
賞

寒
椿
ぼ
た
り
と
落
ち
て
わ
れ
に
言
う

　
　
　
　
　
　
　
　
「
目
を
離
し
て
は
い
け
な
い
ん
だ
よ
」

（
千
葉
県
・
谷
川
保
子
）

ど
ん
ぐ
り
を
箸
お
き
に
す
る
生
活
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
重
力
が
あ
り

（
福
岡
県
・
竹
中
優
子
）

佳　

作

ま
ま
ご
と
の
家
か
ら
響
く
笑
い
声
パ
パ
は
ダ
メ
よ
と
閉
じ
ら
れ
し
窓

（
岡
山
県
・
岩
中
幹
夫
）

新
年
の
挨
拶
交
わ
さ
ぬ
職
場
内
自
販
機
の
み
に
挨
拶
さ
る
る

（
大
分
県
・
岸
本
恵
美
）

手
に
這
わ
せ
指
に
這
わ
せ
て
天な
な
ほ
し

道
虫
が

　
　
　
　
　
　
　
　

飛
び
立
つ
ま
で
は
子
が
道
と
な
る

（
愛
媛
県
・
八
木
佐
織
）

大
昔
キ
ッ
ス
な
ど
し
た
暗
闇
は
稲
妻
の
よ
う
今
を
も
照
ら
す

（
大
分
県
・
野
上
ノ
ブ
コ
）

病
院
の
待
合
室
は
医
師
あ
ま
た
患
者
同
志
が
問
診
始
む

（
大
分
県
・
衞
藤
芙
美
代
）

満
州
の
暗
い
荒
野
を
さ
ま
よ
い
て
母
は
私
を
リ
ュ
ッ
ク
で
運
ん
だ

（
埼
玉
県
・
米
山
直
昭
）

伝
わ
ら
な
い
言
葉
を
ち
ょ
き
ち
ょ
き
切
り
抜
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
リ
ー
に
飾
る
雪
よ
降
れ
降
れ

（
神
奈
川
県
・
山
崎
百
桃
）

「
お
い
、
い
ま
も
働
い
て
い
る
の
か
」
と
友
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　

き
の
う
私
が
夕
陽
に
言
い
た
り

（
愛
媛
県
・
加
藤
文
男
）

応
援
を
さ
れ
て
し
ま
っ
た
運
動
会
歓
声
を
背
に
仕
事
へ
進
む

（
東
京
都
・
白
辺
い
づ
み
）

わ
が
逝
か
ば
汝
が
あ
は
れ
と
涙
せ
し
夫
こ
そ
あ
は
れ
旅
立
ち
の
朝

（
竹
田
市
・
森
ハ
ヤ
子
）

■
青
少
年
の
部　

～
高
校
生
～ 

最
優
秀
賞

広
島
の
資
料
館
の
中
静
か
で
す

　
　
　
　
　
　
　
口
開
け
た
ま
ま
涙
を
流
す

（
愛
知
県
立
豊
橋
西
高
等
学
校
・
山
崎
美
由
佳
）

優
秀
賞

透
き
と
お
る
冬
の
星
空
「
シ
リ
ウ
ス
だ
」
き
み
の
声
こ
そ
わ
た
し
の
星
座

（
大
阪
府
立
千
里
青
雲
高
等
学
校
・
三
浦
梨
々
子
）

思
い
出
す
た
め
に
振
って
る
サ
イ
コ
ロ
の
１
の
目
そ
ん
な
国
も
あ
っ
た
ね

（
宮
崎
県
立
延
岡
青
朋
高
等
学
校
通
信
制
・
小
田
拓
哉
）

佳　

作

白
い
息
冷
た
い
風
が
吹
き
荒
れ
る
寒
さ
に
か
こ
つ
け
君
を
独
り
占
め

（
愛
知
県
立
豊
橋
西
高
等
学
校
・
森　

夢
花
）

二
人
き
り
な
の
に
夕
日
が
沈
む
か
ら
最
初
で
最
後
の
告
白
を
す
る

（
愛
知
県
立
豊
橋
西
高
等
学
校
・
浅
原
万
衣
乃
）

培
養
の
ビ
ン
の
小
さ
な
空
間
に
菌
ふ
わ
ふ
わ
と
初
雪
と
な
る

（
兵
庫
県
立
農
業
高
等
学
校
・
遠
藤
あ
ず
さ
）

夕
立
が
き
ゅ
う
り
に
降
れ
ば
賑
や
か
に
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
い
る

（
兵
庫
県
立
農
業
高
等
学
校
・
高
地
華
鈴
）

黄
金
の
セ
ブ
ン
テ
ィ
ー
ン
と
言
わ
れ
る
が
私
は
な
に
に
輝
い
た
の
か

（
大
阪
府
立
千
里
青
雲
高
等
学
校
・
小
林
葉
瑠
）

空
き
缶
に
う
た
う
雨
垂
れ
冬
の
夜
は
期
待
と
不
安
に
た
ゆ
た
う
私

（
宮
崎
県
立
延
岡
青
朋
高
等
学
校
通
信
制
・
谷
口
瑞
穂
）

■
青
少
年
の
部　

～
小
・
中
学
生
～ 

最
優
秀
賞

初
め
て
の
バ
ス
ケ
の
試
合
の
僕
は
も
う

　
　
　
　
　

固
ま
っ
て
い
た
よ
仁
王
像
み
た
い
に

（
松
山
市
立
西
中
学
校
・
渡
部
拓
登
）

優
秀
賞

花
び
ら
の
散
り
ゆ
く
頃
が
悲
し
く
て
い
つ
も
ど
こ
か
で
桜
を
さ
が
す

（
宮
城
県
名
取
市
立
第
二
中
学
校
・
伊
藤
光
璃
）

変
身
だ
固
体
液
体
気
体
に
も
姿
を
変
え
て
活
躍
す
る
ぞ

（
白
百
合
学
園
小
学
校
・
佐
々
木
陽
子
）

佳　

作

雨
の
音
霧
に
か
く
れ
る
高
崎
山
音
楽
室
か
ら
リ
コ
ー
ダ
ー
の
音

（
別
府
市
立
青
山
中
学
校
・
河
村
咲
哉
）

視
力
を
ね
測
る
と
き
に
ね
「
見
え
ま
せ
ん
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ん
か
言
い
づ
ら
い
よ
う
な
気
が
す
る

（
鳥
取
市
立
美
和
小
学
校
・
高
田
千
空
）

小
さ
く
て
き
れ
い
な
チ
ョ
ウ
の
身
が
わ
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぼ
く
は
ク
モ
の
巣
に
今
か
か
っ
た
ぞ

（
塩
尻
市
立
広
丘
小
学
校
・
藤
森
寛
生
）

夕
や
け
が
業
火
に
か
え
る
秋
空
の
そ
こ
に
大
き
な
矢
印
が
あ
り

（
松
山
市
立
西
中
学
校
・
大
野
幹
太
）

君
か
ら
の
言
葉
の
手
紙
届
い
た
よ
素
直
に
聞
い
て
ま
た
好
き
に
な
る

（
竹
田
市
立
直
入
中
学
校
・
広
橋
満
実
子
）

「
第
５
回
荒
城
の
月
短
歌
大
会
」

日　

時　
３
月
19
日
㈯　

午
後
１
時
～
午
後
３
時
半
（
予
定
）

場　

所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー　

多
目
的
ホ
ー
ル

入
場
料　

無　

料

　
※
応
募
作
品
の
講
評
と
表
彰
、
選
者
の
川
野
里
子
さ
ん
の
講
話

　

も
行
わ
れ
ま
す
。み
な
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
企
画
情
報
課
内

　
「
荒
城
の
月
短
歌
大
会
」
担
当　
☎
０
９
７
４-

63-

４
８
０
１
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「
障し

ょ
う
が
い
し
ゃ
さ
べ
つ
か
い
し
ょ
う
ほ
う

害
者
差
別
解
消
法
」が

４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

ま
る
ご
と
博
物
館

旧
郷
社「
宮み

や

處こ

野の

神
社
」の
由
緒

ー
歴
史
的
価
値
を
探
る
ー
〔
前
編
〕

障し
ょ
う
が
い
し
ゃ
さ
べ
つ
か
い
し
ょ
う
ほ
う

害
者
差
別
解
消
法
と
は
…

　

こ
の
法
律
は
、
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差

別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

や
、
国
の
行
政
機
関
、
地
方
公
共
団
体
等
及

び
民
間
事
業
者
に
お
け
る
障
が
い
を
理
由
と

す
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め
の
措
置
な
ど
に

つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の

国
民
が
障
が
い
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て

ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を

尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対た
い
し
ょ
う
象
と
な
る
障し
ょ
うが
い
の
あ
る
人ひ
と

と
は
…

　

障
害
者
基
本
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
す
べ

て
の
障
が
い
の
あ
る
人
、即
ち「
身
体
障
が
い
、

知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
（
発
達
障
が
い

を
含
む
）、
そ
の
他
の
心
身
の
機
能
の
障
が
い

が
あ
る
人
で
、
障
が
い
及
び
社
会
的
障
壁
に

よ
り
継
続
的
に
日
常
生
活
ま
た
は
社
会
生
活

が
困
難
に
な
っ
て
い
る
人
」
で
す
。
障
害
者

手
帳
を
も
っ
て
い
な
い
人
も
含
ま
れ
ま
す
。

障し
ょ
うが

い
を
理り

由ゆ
う

と
す
る
差さ

別べ
つ

と
は
…

　

障
が
い
を
理
由
と
し
て
、
正
当
な
理
由
な

く
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
拒
否
し
た
り
、
制

限
し
た
り
、
条
件
を
付
け
た
り
す
る
よ
う
な

行
為
を
い
い
ま
す
。

　

県
道
久
住
・
庄
内
線
の
「
倉
橋
バ
ス
停
」
か
ら
市
川

に
沿
っ
て
西
北
西
約
１
・
４
㎞
程
の
所
に
、「
宮
處
野
神

社
」
が
あ
る
。
都
野
地
区
全
域
と
直
入
町
・
庄
内
町
の

一
部
の
氏
神
様
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
辺
り
は
大
船
山
の
南
東
の
山
麓
に
位
置
し
、
冬

季
で
も
季
節
風
を
避
け
日
照
も
良
く
暖
か
い
。
更
に
温

泉
や
水
源
も
多
く
弥
生
時
代
既
に
集
落
が
形
成
さ
れ
て

い
た
。

　

弥
生
時
代
後
期
、
景
行
天
皇
は（
82
年
）に
九
州
の

熊
襲
が
朝
貢
し
な
か
っ
た
た
め
、
征
西
を
決
意
し
出

発
し
た
。
途
中
豊
後
の
国
速
見
郡
に
住
む
速
津
姫
に

「
直な

お
い
り
あ
が
た
ね
ぎ

入
縣
禰
疑
野の

に
住
む
打う

ち

猿ざ
る

・
八や

た田
・
国く

に

摩ま

ろ侶
と
言

う
土
蜘
蛛
」
の
情
報
を
聞
い
て
、
征
伐
す
る
た
め
に

来く
 
た
 
み
む
ら

田
見
邑
（
朽
網
郷
）
に
入
り
、
行あ

ん
ぐ
う宮

を
設
け
て
土
蜘

蛛
を
討
つ
た
め
の
議

は
か
り
ご
とを

さ
れ
大
挙
し
て
賊
を
討
滅
し

た
。
ま
も
な
く
熊
襲
が
ま
た
叛
い
た
の
で
、
今
度
は
16

歳
の
小お

う
す
の碓

命み
こ
とを

遣
わ
し
た
。
命
は
熊
襲
の
川か

わ
か
み上

梟の
た

帥け
る

を
刺
し
た
。
梟
帥
は
死
に
当
た
っ
て
命
の
武
力
に
感
じ

日や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
皇
子
の
称
号
を
た
て
ま
つ
っ
た
。
一
般
に
日
本

武
尊
と
呼
ば
れ
、
熊
襲
の
余
類
を
悉
く
平
ら
げ
た
。
こ

の
行
宮
の
あ
っ
た
地
は
宮み

や
こ處

野の

と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

後
世
に
な
っ
て
村
人
は
、
こ
の
行
宮
の
跡
に
景
行
天

皇
の
霊
を
お
祀
り
し
、
日
本
武
尊
の
霊
を
合
祀
し
て
、

「
景
行
宮
」
と
称
し
氏
神
と
し
て
崇
敬
し
て
来
た
。

　

ま
た
、
障
が
い
の
あ
る
人
か
ら
い
ず
れ
か

の
配
慮
を
求
め
る
意
思
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

負
担
に
な
り
過
ぎ
な
い
範
囲
で
、
社
会
的
障

壁
を
取
り
除
く
た
め
に
合
理
的
配
慮
を
行
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
配
慮
を
行
わ
な
い
こ
と
で
、
障

が
い
の
あ
る
人
の
権
利
利
益
が
侵
害
さ
れ
る

場
合
も
、
差
別
に
当
た
り
ま
す
。

◎
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の
具
体
的
な
例

・ 

飲
食
店
に
入
ろ
う
と
し
た
ら
、
車
い
す
を

利
用
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
断
ら
れ
た
。

・ 

各
種
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
入
会
し
よ
う
と
す

る
人
が
、
障
が
い
の
あ
る
こ
と
を
伝
え
る

と
、
そ
の
こ
と
を
理
由
に
断
ら
れ
た
。

◎
合
理
的
配
慮
な
具
体
的
な
例

　

車
い
す
の
人
が
乗
り
物
に
乗
る
時
手
助
け

を
す
る
こ
と
や
、
窓
口
で
障
が
い
の
あ
る
人

の
障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
（
筆
談
、
読
み
上
げ
な
ど
）
で

対
応
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
、
こ
の

法
律
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
障
が
い
を
理

由
と
す
る
差
別
が
解
消
さ
れ
る
よ
う
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
社
会
福
祉
課 

☎
０
９
７
４-

63-

４
８
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平
安
時
代
初
期
弘
仁

５
年（
８
１
４
年
）
社
家

で
も
あ
っ
た
直
入
郡
擬ぎ

大た
い
り
ょ
う

領
の
膳

か
し
わ
で
の
お
み
ひ
ろ
か
つ

臣
廣
雄
の
娘

は
、
嵯
峨
天
皇
の
采う

ね
め女

に
な
り
宮
中
に
召
さ
れ

た
。
承
和
９
年（
８
４
２

年
）天
皇
が
崩
御
さ
れ
た

後
、
来く

た
み
の
さ
と

見
郷
に
帰
り
、
嵯
峨
天
皇
の
恩
賜
の
御
衣
を

産う
ぶ
す
な土

神が
み

の
境
内
の
玉
垣
の
内
（
擬
山
陵
）
に
鎮
め
奉
り
、

尼
と
な
っ
て
奉
仕
し
天
皇
の
冥
福
を
祈
ら
れ
た
。
仁
寿

３
年（
８
５
３
年
）に
其
霊
を
景
行
宮
側
に
祀
り
奉
仕
し

た
。
更
に
元
慶
７
年（
８
８
２
）廣
雄
の
曾
孫
恒
遠
は
嵯

峨
天
皇
の
霊
を
景
行
宮
に
合
祀
し
「
嵯
峨
宮
様
」
と
言

っ
て
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

景
行
天
皇
・
日
本
武
尊
命
・
嵯
峨
天
皇
を
祀
ら
れ
た

景
行
宮
は
各
時
代
の
権
力
者
に
も
崇
敬
さ
れ
て
来
た
。

　

国
守
大
友
氏
及
び
山
野
城
主
の
崇
敬

　

鎌
倉
時
代
の
初
期
、
建
久
７
年（
１
１
９
６
年
）大
友

能よ
し
な
お直

（
大
友
氏
の
始
祖
で
初
代
当
主
）
が
国
守
と
し
て

入
国
以
来
、
当
神
社
を
奉
賛
し
毎
年
10
月
14
日
神
馬
を

奉
納
さ
れ
た
。
村
人
は
こ
れ
に
奉
仕
し
、
そ
の
行
事
を

「
神
宝
会
」
と
称
し
た
が
、
だ
ん
だ
ん
訛
っ
て
「
神
保

会
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今
で
も
「
宮
處
野

神
社
」
の
祭
り
を
「
嵯
峨
宮
様
」
の
祭
り
と
か
、「
神

保
会
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
太
平
洋
戦
争
で
供
出

さ
せ
ら
れ
た
「
擬
山
陵
」
の
中
の
馬
の
銅
像
も
「
神
宝

会
」
に
由
来
の
事
と
思
わ
れ
る
。

　

室
町
時
代
の
後
期
、
弘
治
３
年（
１
５
５
７
年
）山
野

城
主
朽く

あ
み
あ
き
や
す

網
館
康
（
法
名
宗
暦
）
が
獅
子
頭
を
奉
納
し
た

と
言
う
。
室
町
時
代
終
期
、
天
正
14
年（
１
５
８
６
年
）

島
津
の
乱
の
兵
火
で
景
行
宮
は
消
失
し
た
が
、
天
正
19

年（
１
５
９
１
年
）大
友
義よ

し
む
ね統

の
命
で
朽
網
郷
の
領
主
池

見
越
後
の
守
が
再
興
し
神
殿
を
造
営
し
奉
っ
た
。

（
工
藤　

晃
）

↑宮處野神社

↑景行宮趾

↑擬山陵
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今　月　の　ひ　と

７
年
の
修
業
を
終
え
て
故
郷
・
荻
に

　

若
き
刀
鍛
冶
・
興こ

う

ろ

き梠 

房ふ

さ

お

き興  

さ
ん
（
34
歳
・
桜
町
南
）

↑阿蘇神社が昭和初期に作った絵はがきに写る「蛍丸」
（阿蘇神社提供）

↑ 24 日に行われた房興さんの日本刀鍛錬場火入れ式。
大槌で玉鋼を叩く 25 代藤原兼房刀匠

↑精魂込めて、宝刀「蛍丸」の復元に挑む興梠房興さん

　

阿
蘇
神
社
（
熊
本
県
阿
蘇
市
）
の
宮
司
・
阿
蘇
氏
に
代
々

伝
え
ら
れ
た
日
本
刀
「
蛍
ほ
た
る

丸ま
る

」。
鎌
倉
時
代
末
期
の
刀
工
・
来ら

い

国く
に

俊と
し

が
作
っ
た
大
太
刀
で
、
刃
渡
り
が
３
尺
３
寸
５
分
（
約

１
㍍
）。
昭
和
６
年
（
１
９
３
１
）
に
当
時
の
「
国
宝
」（
現
在

の
「
国
の
重
要
文
化
財
」）
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
終
戦
後
、

Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
）
に
よ
る
占
領

政
策
と
し
て
、
武
器
類
が
没
収
さ
れ
た
混
乱
の
時
期
に
行
方

不
明
と
な
り
、
奉
納
さ
れ
て
い
た
阿
蘇
神
社
に
も
現
存
さ
れ

て
い
な
い
「
宝
刀
」
で
す
。

　

建
武
３
年
（
１
３
３
６
）
３
月
、
足
利
尊
氏
を
迎
え
撃
つ

「
多
々
良
浜
の
戦
い
」（
筑
前
国
）
に
お
い
て
、
肥
後
国
の
阿

ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
「
刀
剣
乱
舞
」
の
影
響
も
あ
り
、
予
想
を
遥

か
に
超
え
、
わ
ず
か
５
時
間
で
目
標
額
を
突
破
。
最
終
的
に

４
５
１
２
万
円
、
支
援
者
数
３
１
９
３
人
に
も
達
し
ま
し
た
。

　
「
日
本
刀
」
は
、
和
の
総
合
芸
術
と
呼
ば
れ
、
刀
身
を
作
る

刀
匠
を
始
め
、
鞘
を
作
る
職
人
、
鍔
を
作
る
職
人
ほ
か
多
く

の
職
人
の
技
術
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
昔
は
、
市
内
で
も
入

田
地
区
な
ど
に
鍛
冶
場
が
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
が
あ
り
ま
す

が
、
県
内
に
御
刀
鍛
冶
工
は
、
房
興
さ
ん
現
在
た
だ
一
人
と
の

こ
と
で
す
。

　
「
モ
ノ
づ
く
り
に
興
味
が
あ
っ
て
こ
の
世
界
に
入
っ
た
。
刀

鍛
冶
の
魅
力
は
、
自
分
の
手
で
作
品
を
生
み
だ
せ
る
と
こ
ろ
。

手
入
れ
さ
え
し
て
い
た
だ
い
た
ら
１
０
０
０
年
、
２
０
０
０
年

で
も
残
る
。
い
い
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。（
蛍
丸
は
）
多
く

の
方
の
支
援
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
全
力
を
尽
く
し
た
い
」

　

２
月
24
日
、
興
梠
房
興
さ
ん
の
日
本
刀
鍛
錬
場
に
て
火
入

れ
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
月
27
日
に
は
阿
蘇
神
社
で
火
入

れ
式
が
挙
行
さ
れ
、
現
存
を
す
る
資
料
を
基
に
し
て
、
い
よ

い
よ
本
格
的
な
復
元
作
業
へ
…
。

　

２
０
１
７
年
春
、
阿
蘇
神
社
に
「
失
わ
れ
た
宝
刀
」
の
再

度
奉
納
を
目
指
し
て
、
若
き
刀
工
た
ち
の
熱
き
挑
戦
が
今
始

ま
り
ま
し
た
。

蘇
氏
十
代
当
主
、
阿
蘇
惟こ

れ
ず
み澄
は
愛
刀
で
あ
る
こ
の
大
太
刀
で

奮
戦
す
る
も
敗
走
。
よ
う
や
く
辿
り
つ
い
た
自
陣
で
満
身
創

痍
の
ま
ま
眠
り
に
落
ち
る
と
、
無
数
の
蛍
が
現
れ
太
刀
の
周

り
を
舞
う
、
幻
想
的
な
夢
を
見
ま
す
。
翌
朝
目
覚
め
る
と
、

何
と
も
不
思
議
な
こ
と
に
刃
こ
ぼ
れ
ひ
と
つ
な
い
研
ぎ
た
て

の
よ
う
な
、
美
し
い
刀
身
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
言
い
伝
え
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
宝
刀
「
蛍
丸
」
の
復
元
を
目
指
し
て
い
る
「
蛍
丸
伝

説
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
」。
代
表
者
の
福
留
房
幸
さ
ん

（
31
歳
・
岐
阜
県
関
市
在
住
）
と
、
興
梠
房
興
さ
ん
〔
本
名
・

興
梠
宏
明
（
34
歳
）〕。と
も
に
、刀
匠
・
二
十
五
代
藤
原
兼
房

氏
の
門
下
で
、
房
幸
さ
ん
は
房
興

さ
ん
の
兄
弟
子
に
あ
た
り
ま
す
。

　

房
興
さ
ん
は
７
年
の
修
業
を
積

ん
で
「
刀
鍛
冶
」
と
し
て
の
文
化

庁
の
認
定
を
取
得
。独
立
を
機
に
、

２
人
で
「
大
太
刀
」
を
作
ろ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
思
い

も
寄
ら
ず
一
昨
年
故
郷
の
荻
町
に

戻
り
、
工
房
の
地
鎮
祭
を
司
っ
た

の
が
阿
蘇
神
社
の
神
職
で
し
た
。

そ
の
縁
も
あ
り
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
動
き
始
め
た
そ
う
で
す
。

　

制
作
資
金
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
資
金
調
達
を
す
る
「
ク
ラ
ウ

ド
・
フ
ァ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
」。
必

要
額
を
５
５
０
万
円
と
決
め
て
い

ま
し
た
が
、
近
年
の
人
気
オ
ン

2016年3 月発行13



田
舎
暮
ら
し
で
、家
族
の
夢
を
育
む
理
由

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
加か

藤と
う

　
亨と
お
るさ

ん
に
聞
く

　

英
語
が
堪
能
な
２
期
生
の
加
藤
亨
さ

ん
（
49
歳
）
は
、
国
際
観
光
案
内
所
で

働
い
て
い
ま
す
。
普
段
の
仕
事
と
し
て

は
、
旅
行
者
へ
の
観
光
案
内
、
竹
田
の

観
光
情
報
の
外
国
語
で
の
発
信
が
主
な

内
容
で
す
。
ち
な
み
に
、
観
光
情
報
で

外
国
人
が
興
味
を
持
つ
テ
ー
マ
は
、「
歴

史
・
文
化
」
の
よ
う
で
す
。「
通
り
一

辺
倒
の
観
光
情
報
よ
り
、
岡
城
の
歴
史

や
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
と
い
っ
た
文
化
を

感
じ
さ
せ
る
情
報
の
ほ
う
が
、
外
国
人

の
反
応
は
断
然
良
い
」
と
、
加
藤
さ
ん

は
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

加
藤
さ
ん
が
竹
田
に
来
た
の
は
、
子

ど
も
を
授
か
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

し
た
。
も
と
も
と
夫
婦
に
は
「
子
ど
も

を
自
然
環
境
が
豊
か
な
と
こ
ろ
で
育
て

た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
九
州
を

中
心
に
移
住
先
を
探
し
て
い
た
中
で
、

竹
田
も
候
補
に
挙
が
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
竹
田
に
移
住
し
た
理
由
は
、
仕
事

で
す
。家
族
を
連
れ
て
移
住
す
る
の
で
、

仕
事
は
必
要
だ
と
感
じ
て
い

ま
し
た
。
他
の
移
住
先
も
考
え

て
い
た
の
で
す
が
、
仕
事
が
す

ぐ
に
見
つ
か
る
か
が
不
安
で
し

た
。
竹
田
は
ち
ょ
う
ど
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
募
集
を
や
っ
て

い
て
、
応
募
し
た
と
こ
ろ
、
内

定
を
い
た
だ
け
た
の
で
、
移
住

を
決
め
ま
し
た
」

　

そ
の
後
、
竹
田
へ
移
住
し
て

か
ら
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
今
は
子
育
て

に
奮
闘
中
で
す
。
子
ど
も
つ
な
が
り
で

友
人
関
係
も
広
が
っ
た
そ
う
で
、
友
人

が
作
る
田
ん
ぼ
の
手
伝
い
を
し
た
り
、

友
人
家
族
と
一
緒
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
出

か
け
た
り
と
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

夫
婦
共
に
パ
ン
作
り
が
趣
味
で
、
将

来
は
ベ
ー
カ
リ
ー
カ
フ
ェ
を
竹
田
で
オ

ー
プ
ン
し
た
い
と
い
う
夢
が
あ
り
ま
す
。

　
「
任
期
終
了
後
、
す
ぐ
に
お
店
を
始

め
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

焦
ら
ず
着
実
に
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い

で
す
し
、
お
店
を
構
え
る
ま
で
の
間
は

イ
ベ
ン
ト
出
店
や
移
動
販
売
等
、
で
き

る
こ
と
か
ら
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

　

子
ど
も
が
生
ま
れ
、
夢
も
持
つ
加
藤

さ
ん
。
こ
れ
か
ら
多
く
の
思
い
出
を
竹

田
で
刻
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。

地域おこし協力隊通信　⑥

↑育児が中心の充実した日々を送る加藤さん

大分市出身。25 歳。京都の大学を卒
業後、昨年度から竹田市「地域おこ
し協力隊」を務め、城下町交流館「集」
に勤務。毎月発行される「たけた協
力隊新聞」編集長としても活躍中。
今年６月に市内に竹田を拠点に活動
している作家たちの作品を商品とし
て取り扱う土産店「michi」を向町に
オープン。

〔取材・文〕

宮﨑　透
Toru Miyazaki

  
平
成 

27
年
国
勢
調
査
・
竹
田
市
の
人
口
速
報

人
口

２
万
２
３
４
２
人 

世
帯
数

９
１
３
３
世
帯

　

平
成
27
年
10
月
１
日
を
基
準
日
と

し
て
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
、
こ
の

た
び
集
計
結
果
概
数
（
速
報
値
）
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。

●
総
人
口
は
、
２
万
２
３
４
２
人
で
、

前
回
調
査
（
平
成
22
年
）
と
比
較
し

て
、
２
０
８
１
人
減
少
し
ま
し
た
。

（
８
・
５
％
減
少
）

●
世
帯
数
は
、
９
１
３
３
世
帯
で
、

前
回
調
査
と
比
較
し
て
４
５
５
世
帯

減
少
し
ま
し
た
。（
４
・
７
％
減
少
）

　

竹
田
市
の
人
口
は
、
昭
和
30
年

の
６
万
28
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転

じ
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
区
別
人
口
に
お
い
て
も
、
市

内
19
地
区
す
べ
て
で
前
回
調
査
か
ら

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
数
値
は
、「
平
成
27
年
国

勢
調
査
」
に
お
い
て
、
大
分
県
に
提

出
し
た
「
市
区
町
村
要
計
表
」
に
基

づ
き
、
竹
田
市
が
独
自
に
集
計
し
た

数
値
で
す
。

　

今
後
、
総
務
省
統
計
局
に
よ
り
精

査
が
行
わ
れ
、
平
成
28
年
10
月
に
人

口
及
び
世
帯
数
の
確
定
値
が
公
表
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
勢
調
査
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
各

世
帯
の
み
な
さ
ま
や
調
査
員
・
指
導

員
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
の
公
表
予
定
（
総
務
省
統
計
局
）

■
人
口
等
基
本
集
計
＝
28
年
10
月
（
人
口
、

世
帯
、
住
居
に
関
す
る
結
果
及
び
外
国
人
、

高
齢
者
世
帯
等
に
関
す
る
結
果
）

■
就
業
状
態
等
基
本
集
計
＝
29
年
４
月

（
人
口
の
労
働
力
状
態
、
夫
婦
、
子
供
の
い

る
世
帯
等
の
産
業
・
職
業
大
分
類
別
構
成

に
関
す
る
結
果
）

■
従
業
地
・
通
学
地
に
よ
る
人
口
・
就
業

状
態
等
集
計
＝
29
年
６
月
（
就
業
地
・
従

業
地
に
よ
る
人
口
の
基
本
的
構
成
及
び
就

業
者
の
産
業
・
職
業
大
分
類
構
成
に
関
す

る
結
果
）
な
ど

■竹田市の国勢調査人口・世帯数の推移

年　次 世帯数 人　口 対前回増減率（％） 人口
密度世　帯 人　口

昭和25年 11,360 58,043 − − 123.4
30 年 11,673 60,028 2.8 3.4 127.6
35 年 12,131 56,889 3.9 △ 5.2 120.3
40 年 11,821 49,308 △ 2.6 △ 13.3 103.4
45 年 11,367 42,873 △ 3.8 △ 13.1 89.9
50 年 11,045 38,359 △ 2.8 △ 10.5 80.4
55 年 10,701 36,011 △ 3.1 △ 6.1 75.5
60 年 10,577 34,693 △ 1.2 △ 3.7 72.7

平成 2 年 10,363 32,398 △ 2.0 △ 6.6 67.9
7 年 10,248 30,368 △ 1.1 △ 6.3 63.6

12 年 10,225 28,689 △ 0.2 △ 5.5 60.0
17 年 10,110 26,534 △ 1.1 △ 7.5 55.5
22 年 9,588 24,423 △ 5.2 △ 8.0 51.1
27 年 9,133 22,342 △ 4.7 △ 8.5 46.7

■地区別人口比較　　　　　　　　　　   （人）
地　区 平成22年 平成27年 増減 増減率（％）
竹　田 2,633 2,371 △262 △10.0
岡　本 862 748 △114 △13.2
明　治 664 575 △89 △13.4
豊　岡 2,476 2,415 △61 △2.5
玉　来 2,543 2,314 △229 △9.0
松　本 1,270 1,236 △34 △2.7
入　田 603 561 △42 △7.0
嫗　岳 554 481 △73 △13.2
宮　砥 614 524 △90 △14.7
菅　生 759 710 △49 △6.5
宮　城 810 719 △91 △11.2
城　原 947 843 △104 △11.0

荻 2,127 2,049 △78 △3.7
柏　原 863 784 △79 △9.2
久　住 1,496 1,379 △117 △7.8
白　丹 959 825 △134 △14.0
都　野 1,862 1,660 △202 △10.8
長　湯 1,625 1,500 △125 △7.7
下竹田 756 648 △108 △14.3
合　計 24,423 22,342 △2,081 △8.5

（注）お知らせした数値は速報のため、今後総務省が公表する
人口速報数値と一致しない場合があります。

国勢調査
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「
新
文
化
会
館
」の
基
本
設
計
が
完
了
し
ま
し
た

明
る
く
豊
か
な
空
間
に

■ 

外
観
の
特
徴

　
「
外
壁
は
金
属
や
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
を
用
い
た
明
る
い
印
象
」「
施
設

前
面
に
は
ガ
ラ
ス
を
多
用
し
、
内
部

の
賑
わ
い
が
外
部
か
ら
も
見
え
、
人

が
集
ま
り
や
す
い
設
え
」

■ 

大
ホ
ー
ル
等
内
部
の
特
徴

　
「
豊
か
な
空
間
を
作
る
高
い
天
井
・

木
調
を
基
本
と
し
た
暖
か
み
の
あ
る

素
材
感
」「
豊
か
な
響
き
を
作
る
大

き
な
エ
ア
ボ
リ
ュ
ー
ム
」「
直
接
反

射
音
を
客
席
へ
返
す
内
装
壁
」「
Ｌ

Ｅ
Ｄ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
を
利
用

し
た
演
出
の
可
能
性
」

　
７
０
０
席
の
「
大
ホ
ー
ル
」
の
特

徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
優
れ

た
音
響
特
性
で
す
。
豊
か
な
音
響
を

実
現
さ
せ
る
た
め
に
は
、
客
席
数
に

応
じ
た
エ
ア
ボ
リ
ュ
ー
ム
（
空
気
量
）

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
一
般
的
な
音
楽

ホ
ー
ル
は
観
客
一
人
当
た
り
10
㎥
と

言
わ
れ
ま
す
が
、
新
文
化
会
館
は
11

㎥
以
上
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
舞
台

の
間
口
を
高
さ
13
ｍ
と
し
（
旧
文
化

会
館
は
、
７・０
ｍ
）、
さ
ら
に
客
席

の
天
井
も
吹
き
抜
け
に
す
る
事
で
空

気
量
を
稼
い
で
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
残
響
時
間
は
約
２
秒
を
確
保
で

き
る
計
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

空
気
量
を
確
保
し
な
が
ら
も
、
音
を

客
席
に
早
く
返
し
て
あ
げ
る
と
い
う

こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ

の
２
つ
の
条
件
を
満
た
す
た
め
に
、

音
を
客
席
へ
か
え
す
内
装
壁
を
作
る

工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
演
劇
や
講
演
会
な
ど
比

較
的
残
響
時
間
が
短
い
ほ
う
が
良
い

と
さ
れ
る
催
し
に
は
、
吸
音
カ
ー
テ

ン
な
ど
の
仕
組
み
に
よ
り
調
節
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
や
最
先
端
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
技
術
を
取
り
入
れ
な
が
ら
用

途
に
応
じ
た
演
出
効
果
が
で
き
る
よ

う
な
工
夫
も
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ホ
ー
ル
内
の
空
調
シ
ス
テ

ム
も
高
い
天
井
ま
で
空
気
を
回
す
の

で
は
な
く
、
客
席
の
近
く
で
空
気
を

効
率
的
に
循
環
さ
せ
る
仕
組
み
を
取

り
入
れ
ま
す
。

　

収
容
人
員
約
１
７
０
席
の
「
多
目

的
ホ
ー
ル
」
は
、
音
響
面
に
も
配
慮

し
た
木
質
の
空
間
で
す
。
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
や
小
規
模
な
集
会
、
会
議
を

は
じ
め
と
し
て
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
展
示

販
売
会
等
、
多
種
多
様
な
用
途
に
使

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

両
ホ
ー
ル
を
つ
な
ぐ「
木
柱
回
廊
」

「
木
柱
大
広
間
」
は
楽
屋
や
生
涯
学

習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
る
空

間
で
す
。
こ
れ
ら
の
部
屋
は
、
通
路

を
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
自
由
に
仕
切

ら
れ
、
用
途
に
応
じ
て
区
分
け
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　

☎
63-

４
８
１
７

　

１
月
29
日
、
市
民
報
告
会
が
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
設
計
者
で
あ
る
有
限
会
社　

香
山
壽
夫
建
築
研
究
所
の
長
谷
川
祥
久

設
計
主
任
は
施
設
の
外
観
や
内
部
各
所
に
つ
い
て
具
体
的
な
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

【建物概要】
　敷地面積　約１６, ５００㎡
　延床面積　約４, ３００㎡
　構　　造　RC 造、木造、一部鉄骨造
　階　　数　地上４階、地下無し
　総事業費　約３０億円
　◇今後のスケジュール
　本体建設工事
　　平成 28 年秋～平成 30 年３月
　開館時期
　　平成 30 年秋

↑大ホール２階席から見た舞台

基本設計が完了した新文化会館の外観のイメージパース

多目的ホール

←
仕切ることで、
用途に応じた
区分けが可能
になる「木柱
回廊」

「新文化会館」の基本設計が完了しました
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3
・竹田温泉「花水月」休館日
・おはなしルーム 14:00-14:30（南部
幼稚園）

4
・畜産座談会【直入地域】9:30～（直
入公民館２階講座室）

・平成 28 年第３回竹田市農業委員
会総会 13:30～（竹田市総合社
会福祉センター）

・「子育て講演会ｂｙ夢苞」
17:30 ～受付／18:00-20:00
〔講師〕三浦真弓氏※参加無料
（竹田市総合社会福祉センター）

5
・第 18 回岡藩城下町雛まつり・ひ
いなあそび 10:00-13:00（竹田町商店
街活性化無料駐車場）

10
・竹田温泉「花水月」休館日
・おはなしルーム 14:00-14:30（竹田
幼稚園）

11
・第 18 回岡藩城下町雛まつり・流
し雛 10:30～（豊後竹田駅前稲葉川
河川敷）

12
・子牛市場開催日 9：30 ～セリ開始 
（豊後豊肥家畜市場）

17
・竹田温泉「花水月」休館日
・こころの健康相談 13:30-15:30（荻
福祉健康エリア）※要予約☎ 63-
3346

18 19
・「第５回荒城の月短歌大会」13:00-
15:00 ※入場無料（竹田市総合社会福
祉センター）問竹田市企画情報課「荒
城の月短歌大会」担当 ☎ 63-4801

・平成 27 年度 生涯学習まつり・高齢
者大学閉講式 13：00 ～開会（久住公民
館くじゅうサンホール）問竹田市教育
委員会生涯学習課☎ 63-4817

24
・竹田温泉「花水月」休館日
・こころの健康相談13:30-15:30（久
住保健センター）※要予約☎ 63-3346

・交通事故相談所 [ 巡回相談 ]10:00-
15:00（豊肥振興局）※要予約☎ 63-
1171

25 26
・岡の里子ども創生塾①折り紙教室
13：00 ～（竹田創生館）②星空観測
19:00-20:00（そうぞうの丘）※申込
締切３／ 23㈬迄□申・問竹田創生館 
☎ 62-4100

31
・竹田温泉「花水月」休館日
・【納期限】国民健康保険税12期

竹田市生涯学習まつり
を開催します
　「人とまちを元気にする地域
〝協育 ”」をテーマに、学校・家庭・
地域が連携、協働して地域の子
どもを地域で育てていく「協育」
の推進を図り、あわせて公民館
や分館、高齢者大学等で学ぶ市
民の皆さまの学習成果の発表の
場とするために、「生涯学習まつ
り」を開催します。
　入場無料。お誘いあわせのう
え、是非ご来場ください。
日時　３月19日㈯ 13：00 ～開会
　　　（受付12：30～）
場所　久住公民館くじゅうサンホール

【ステージ】
　○第１部　13：00～ 13：25
　　開会式及び高齢者大学閉講式
　○第２部　13：30～ 14：50
　　伝統芸能子ども祭り
　　〔出演〕荻子ども神楽、くた
　　み太鼓、玉来子ども神楽
　○第３部　15：00～ 17：00
　　生涯学習発表会（大正琴、民
　　謡、舞踊、コーラスほか）

【久住公民館ロビーほか】
　○公民館内では放課後子ども教
　　室や生涯学習・公民館活動の
　　作品を展示します。（書道、生
　　花、刺子、パッチワーク等）
　展示期間　19日㈯、20日㈰
　○お茶会　12：30～ 14：30

主催／竹田市教育委員会
共催／竹田市青少年育成市民会議
問竹田市教育委員会生涯学習課
　☎63-4817

■ 2016 年４月上旬の主な予定
２日㈯	 ・「廣瀬武夫勉強会」発足会 14：00～
　　　　　演題「廣瀬武夫からの手紙～新資料は何を語るのか」
　　　　　〔講師〕笹本玲央奈氏　（廣瀬武夫研究者）
　　　　　（竹田市総合社会福祉センター多目的ホール）
　　　　　問竹田市エコミュージアム推進室 ☎0974-63-4801
３日㈰	 ・第68回岡城桜まつり　大名行列・甲冑武者行列 11:00～
　　　　　（岡城跡・竹田城下町界隈）
　　　　　問岡城桜まつり実行委員会 ☎0974-63-2638

平成 27 年度

豊肥地域シルバー人材センター会員を募集します
　豊肥地域シルバー人材センターでは、市内在住の60歳以上の健康で意欲のある方で、臨時的、短
期的、軽易な就業を希望する方を募集しています。
　会員として登録を希望される方は、下記のとおり入会説明会を開催いたします。お話だけでも結構
です。是非、ご出席くださいますようお願いします。
日時　３月９日㈬　午後２時～／３月23日㈬　午後２時～
場所　豊肥地域シルバー人材センター竹田支所　会議室
●お問い合せ　公益社団法人　豊肥地域シルバー人材センター竹田支所
　　　　　　　竹田市大字会々2316番地１　☎ 0974-62-3777

木　　　　            THU 金　　　                  FRI 土　　　                 SAT 2016年（平成28年）

健
康
づ
く
り
標
語　
【
中
学
１
年
生
の
部
・
最
優
秀
賞
】　
「
登
下
校　

車
に
た
よ
ら
ず　

自
力
歩
行
」
井　

愛
武
（
竹
田
南
部
中
学
校
）

卒園式・卒業式（順不同）
○保育所・保育園
　５日㈯　荻保育所 
　19日㈯　竹田保育所、都野保
　育所、小羊保育園、なおいり保
　育園 
　24日㈭　玉来保育園 
　26日㈯　久住保育所、白丹保
　育所、あさひヶ丘保育園 
○幼稚園
　18日㈮　竹田幼稚園、南部幼
　稚園、直入幼稚園
　19日㈯　しらゆり幼稚園
○小学校
　23日㈬　竹田小学校、豊岡小
　学校、南部小学校、祖峰小学
　校、菅生小学校、宮城台小学校、
　城原小学校、荻小学校、白丹
　小学校、久住小学校、都野小
　学校、直入小学校
○中学校
　４日㈮　竹田中学校、竹田南部
　中学校、緑ヶ丘中学校、久住中
　学校、都野中学校、直入中学校、
○高校
　１日㈫　竹田高校、竹田南高校
　２日㈬　三重総合高校久住校
　３日㈭　竹田支援学校

「緑の募金」春期緑化用苗木を無償配布し
ます
○３月４日㈮13:30～（久住公民館前駐車場）
○３月５日㈯10:00 ～（竹田市本町活性化駐
車場「楽市楽座」会場）
問竹田市農政課林業振興室　☎ 63-4805

３月竹 田 市 の　 こ よ み
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1
・おはなしのへや 10:30-11:00（竹田
市立図書館えほんのへや）

・こころの健康相談 13:30-15:30
（直入支所）※要予約☎ 63-3346

2
・水の駅おづる定休日

6
・第 29 回岡の里名水マラソン大会
9：00～（竹田市総合運動公園スター
ト・ゴール）

7
・荻の里温泉の休館日 

8
・畜産座談会【竹田地域】9:30～（Ｊ
Ａ竹田本店２階大会議室）

9
・畜産座談会【久住地域】9:30～（久
住公民館　機能回復訓練室）

13
・竹田市文化連盟主催「2016 年カ
ラオケフェスタ」10:00～（久住公民
館くじゅうサンホール）

14 15
・畜産座談会【荻地域】14:00～（荻
公民館２階　中会議室）

・おはなしのへや 10:30～11:00（竹
田市立図書館えほんのへや）

16
・長湯おんせん市場定休日
・温泉療養文化館「御前湯」休館日
・年金相談 [ 完全予約制 ]10:00-15:00
（いきいき交流センター）問日本年金
機構大分年金事務所☎ 097-552-1211

・大分県行政書士会無料相談会 13:00-
16:00（大分市）

・４・10 か月児健康診査〔4か月〕13:15-
13:30受付〔10か月〕13:30-13:45受付（総
合社会福祉センター）

・ブックスタート 14:00～（総合社会福
祉センター）

20　　　　　　　　　　春分の日
・第20回てづくり音楽会 13:30-15:30
※入場無料（直入教育会館２階ホー
ル〔竹田温泉「花水月」隣り〕）問瀧
廉太郎会☎ 63-1823（堀）

21 22
・荻の里温泉休館日
・成牛市場開催日 9：30セリ開始（豊
後豊肥家畜市場）

・おはなしのへや 10:30-11:00（竹田
市立図書館えほんのへや）

・こころの健康相談 13:30-15:30（竹
田市総合社会福祉センター）※要
予約☎ 63-3346

23
・３歳児健康診査 13:00-13:20 受付
（竹田市総合社会福祉センター）※
15:30 終了予定

27
・竹田市地域おこし協力隊活動報告交
流会 10:00-12:00（竹田市総合社会福
祉センター）竹田市で地域おこし協力
隊として活動している 31名のメンバ
ーが、今年度１年間の活動を報告。制
作物の展示や活動現場の写真、ブース
で活動発表等を予定。※仕事の都合に
より、当日不参加のメンバーもいます。
何卒ご了承ください。問農村回帰城下
町交流館「集」☎ 63-0133

28 29
・おはなしのへや 10:30-11:00（竹田
市立図書館えほんのへや）

30

農業委員会事務局からのお知らせ　・農地に係る各種申請受付の締め切りは、毎月15日です（15日が土日の場合は
直前の金曜が締切日となります）。　●お問い合せ　竹田市農業委員会事務局　☎63-4815

○自殺対策強化月間
○春季全国火災予防運動（３/１㈫～７㈪）
○個人事業者の消費税および地方消費税の確定申告
　（１／４㈪～３／31㈭）
○緑の募金（１／15㈮～５／31㈫）
○平成25年分の所得税および復興特別所得税の確定申告
　（２／16㈫～３／15㈰）

行政なんでも相談所 
地域 相談日 時　　間 開　催　場　所
竹田 3月16日㈬ 10：00～12：00 竹田市社会福祉センター　相談室 
荻 3月16日㈬ 10：00～12：00 荻公民館　幼児室
久住 3月16日㈬ 10：00～12：00 久住公民館　健康相談室
直入 3月16日㈬ 10：00～12：00 直入支所　小会議室 

※行政相談に関するお問い合わせは、行政相談委員まで〝困ったら一人で悩まず行政相談！”
　〔竹田〕阿南　茂　☎ 67-2608　　〔 荻 〕佐藤孝幸　☎ 68-3510
　〔久住〕本郷俊一　☎ 76-1304　　〔直入〕児玉龍明　☎ 75-2426

今月のよりそいカフェ
・【竹田】3月 4・18日㈮
　　　　13：30～15：30 （古町商栄会）

・【 荻 】3月 8・22日㈫ 
　　　　13：00～15：00 （くらサポしらみず）

・【久住】3月10・24日㈭
　　　　13：00～15：00 （くらサポりんどう） 

・【直入】3月11・25日㈮
　　　　13：00～15：00 （くらサポゆのはな）

月
間・そ
の
他

日　　　　            SUN 月　　　               MON 火　　　                 TUE 水　　　               WED

健
康
づ
く
り
標
語　
【
中
学
２
年
生
の
部
・
最
優
秀
賞
】　
「
お
い
し
く
て　

体
喜
ぶ　

竹
田
の
野
菜
」
西　

崚
佑
（
竹
田
中
学
校
）

竹 田 市 の　 こ よ みたけたん情報
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土砂災害から身を守るために
～基礎調査にご協力ください～

土砂災害防止法に基づく「基礎調査」を加速しています！
　県では、土砂災害が発生するおそれのある場所の地形や地質などを調べ、災害の範囲
や被害の程度をあらかじめ明らかにする「基礎調査」を行い、結果に応じて土砂災害警戒区域を
指定しています。
　広島市での土砂災害を契機として改正された土砂災害防止法に基づき、この基礎調査を平成
27年度より加速させており、平成31年度までの調査完了を目指して体制を強化しています。

調査の分類

～防災情報を活用して、〝日ごろの備え” と〝早めの避難” を～ 

がけ崩れ

調査の結果によって2つの区域に分けられます。

イエローゾーン　
（土砂災害警戒区域）　

レッドゾーン　
（土砂災害特別区域）　

土砂災害が発生した場合に、住民等の生命または身体に危害が生じる
おそれがある区域。区域指定後は、市町村がハザードマップの作成・
配付等を行い、円滑に避難することができる体制を整えます。

イエローゾーンの中でも、特に建築物に損壊が生じ住民等の生命また
は身体に著しい危害が生じるおそれがある区域。区域指定後は、特定
開発行為の制限、建築物の構造規制等がかかります。

傾斜度が 30 度以上である土地が
崩壊する自然現象

県内の土砂災害危険箇
所は 1 万９６４０ヵ所
あり、全国で５番目に
多い状況です。

土石流

山腹が崩壊して生じた土石等又は
渓流の土石等が水と一体となって
流下する自然現象

　土砂災害は突然起こることが多く、目の前に危険が迫るまでわかりづらいものです。
県内では年間約50件の被害が発生しています。日ごろの備えと早めの避難を心がけましょう。
　土砂災害警戒情報・危険度情報は、県ＨＰの「おおいた防災ポータル」で確認できます。
また、「安全・安心メール」に登録すると防災情報を携帯電話などで随時受け取ることが
できます（登録無料）。いざという時に備えてぜひ活用してください。

基礎調査の実施予定箇所は、自治会の回覧板や県ＨＰでお知らせします。
早めの避難につながる重要な調査ですので、皆さんのご理解とご協力を
お願いします。

地滑り

土砂の一部が地下水等に起因して
滑る自然現象又はこれに伴って移
動する自然現象

大分県基礎調査 検索

大分県　安全安心メール 検索 大分県竹田土木事務所建設・保全課　（TEL）63-2104  
大分県土木建築部   砂防課 （TEL） 097-506-4634

詳しくは

　平成26年8月に広島市で発生した土砂災害は、75人の死者を出すなどの甚大な被害
を及ぼしました。この災害を受け、県では早急に土砂災害への対策を進めています。
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歴
史
資
料
館　

     

☎
63-

１
９
２
３

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、

23
、
24
日
は
臨
時
休
館
。

入
館
料　

高
校
生
以
上
２
０
０
円
、

小
中
学
生
１
０
０
円

※
共
通
券
、
団
体
料
金
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

テ
ー
マ
展
示「
春
よ
来
い
～
豊
後

南
画
に
み
る
季
節
の
移
ろ
い
～
」

３
月
21
日
㈪
ま
で

　

冬
か
ら
春
へ
、
山
水
図
の
テ
ー

マ
も
雪
景
か
ら
梅
景
へ
と
移
ろ
い
ま

す
。
当
館
所
蔵
の
豊
後
南
画
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
よ
り
雪
景
山
水
図
と
梅
花
書

屋
図
の
世
界
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

● 

テ
ー
マ
展
示「
宝
暦
御
城
真
景

図
屏
風
大
公
開
～
描
か
れ
た
岡

城
～
」３

月
25
日
㈮
～
４
月
24
日
㈰

　

岡
城
桜
ま
つ
り
に
あ
わ
せ
て
、
岡

城
の
在
り
し
日
の
姿
が
描
か
れ
た
宝

暦
御
城
真
景
図
屏
風
を
公
開
し
ま

す
。
明
和
の
大
火
に
よ
り
焼
失
す
る

以
前
の
岡
城
の
勇
姿
を
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館　
☎
63-

２
２
０
０

開
館
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

休
館
日　

月
曜
日
、
祝
日
の
翌
日
、

15
日
～
23
日
は
臨
時
休
館
。

入
館
料　

無　

料

● 

岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り
「
享

保
雛
・
大
正
雛
の
展
示
」

３
月
13
日
㈰
ま
で

　

岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り
に
あ
わ
せ

て
、
歴
史
資
料
館
所
蔵
の
雛
人
形
等

を
展
示
し
ま
す
。

● 

竹
田
高
等
学
校
書
道
部
生
徒
作
品
展

３
月
24
日
㈭
～
27
日
㈰

　

全
国
総
合
文
化
祭
、九
州
高
文
連
、

書
の
甲
子
園
の
出
品
作
な
ど
、
竹
田

高
校
書
道
部
の
力
作
を
展
示
し
ま
す
。

● 

写
団
ち
く
で
ん
写
真
展
「
竹

田
の
四
季
」

３
月
29
日
㈫
～
４
月
10
日
㈰

　

写
団
ち
く
で
ん
（
竹
田
市
）
の
会

員
に
よ
る
竹
田
の
四
季
を
写
し
た
作

品
を
約
50
点
展
示
し
ま
す
。

  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

が
始
ま
り
ま
し
た
！

　

２
月
１
日
か
ら
竹
田
市
で
も
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

交
付
申
請
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
は
、一
旦
市
役
所
に
送
ら
れ
て

き
ま
す
。
交
付
可
能
に
な
っ
た
時
に
は

案
内
は
が
き
を
送
り
ま
す
の
で
、
本

庁
市
民
課
ま
で
必
要
書
類
を
持
っ
て

お
い
で
く
だ
さ
い
。
カ
ー
ド
券
面
写

真
と
の
照
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必

ず
ご
本
人
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
交
付
時
に
必
要
な
も
の

　

①
交
付
通
知
書
（
案
内
は
が
き
）

　

②
通
知
カ
ー
ド

　

③
本
人
確
認
書
類

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
方
は
持
参
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
通
知
カ
ー
ド
と
と
も

に
受
け
取
っ
た
「
ご
案
内
」（
７
頁
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
交
付
に
は
１
件
あ
た
り
約

30
分
必
要
で
す
の
で
、
時
間
に
余
裕

を
持
っ
て
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
３
月
７
日
㈪
か
ら
11
日
㈮

ま
で
は
、
午
後
７
時
ま
で
交
付
を
し

ま
す
。
勤
務
の
都
合
で
昼
間
に
来
庁

で
き
な
い
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
写
真
付

き
の
公
的
身
分
証
明
書
に
な
り
ま
す
。

交
付
申
請
し
て
か
ら
出
来
上
が
る
ま

で
に
約
２
か
月
か
か
り
ま
す
の
で
、
必

要
な
方
は
早
め
に
申
請
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
市
民
課 

☎
63-

４
８
８
８

（
専
用
）ま
た
は
☎
63-

１
１
１
１

（
内
線
１
１
４
）ま
で

 

窓
口
サ
ー
ビ
ス

「
お
お
い
た
広
域
窓
口
サ
ー
ビ

ス
」
に
豊
後
高
田
市
も
参
加

○
平
成
28
年
３
月
１
日
か
ら
新
た
に

豊
後
高
田
市
が
参
加
し
ま
す
。

○
お
お
い
た
広
域
窓
口
サ
ー
ビ
ス
県

内
参
加
市
町
の
窓
口
で
「
住
民
票
の
写

し
」「
戸
籍
謄
抄
本
」「
印
鑑
証
明
書
」

な
ど
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
竹
田

市
は「
本
庁
市
民
課
」の
み
可
能
で
す
。

○
利
用
で
き
る
方
は
参
加
市
町
に
住

民
登
録
の
あ
る
方
に
限
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
本
人
な
ど
利
用
で
き
る
人
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。

○
印
鑑
と
来
庁
者
の
身
分
証
明
書

（
免
許
証
等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

○「
印
鑑
登
録
証
明
書
」を
請
求
の
場

合
は
、
各
市
町
発
行
の
印
鑑
登
録
証

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〔
参
加
市
町
〕
大
分
市
・
別
府
市
・

中
津
市・杵
築
市・由
布
市・九
重
町・
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日
出
町
・
宇
佐
市
・
国
東
市
・
竹
田

市
・
豊
後
大
野
市
・
佐
伯
市
・臼
杵
市
・

津
久
見
市
・
玖
珠
町
・
豊
後
高
田
市

 

消
費
生
活

消
費
生
活
相
談
窓
口
か
ら
の
注
意
喚
起

電
力
小
売
り
自
由
化
に
伴
う
便

乗
商
法
に
注
意
を

　

２
０
１
６
年
４
月
か
ら
の
電
力
の

小
売
り
自
由
化
に
よ
り
、
多
様
な
業

種
や
業
態
の
事
業
者
の
中
か
ら
契
約

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
今
後

様
々
な
勧
誘
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　
「
料
金
が
安
く
な
る
」
と
勧
誘
さ

れ
た
際
に
は
、
ど
の
よ
う
な
条
件
で

安
く
な
る
の
か
、
電
力
以
外
の
商
品

や
サ
ー
ビ
ス
契
約
と
の
セ
ッ
ト
料
金

に
な
っ
て
い
な
い
か
、
契
約
期
間
が

長
期
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
解
約
時

に
違
約
金
が
発
生
し
な
い
か
な
ど
、

よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
料
金
が
必
ず
安
く
な
る
」
と
い
っ

た
勧
誘
ト
ー
ク
に
気
を
つ
け
、
少
し
で

も
不
安
に
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
契
約
せ

ず
、
よ
く
調
べ
て
か
ら
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
小
売
電
気
事
業
者
は
登
録

制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
契
約
す
る
際

は
登
録
さ
れ
て
い
る
事
業
者
か
、
自

分
の
居
住
地
域
が
当
該
事
業
者
の
供

給
地
域
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
っ
か

り
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

問
竹
田
市
市
民
課
（
竹
田
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
）☎
63-

４
８
３
４　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で（
月
～
金

・
平
日
の
み
）

◎
大
分
県
消
費
生
活
・
男
女
共
同
参

画
プ
ラ
ザ（
ア
イ
ネ
ス
）☎
０
９
７-

５

３
４-

０
９
９
９

 
年　
金

国
民
年
金
加
入
方
法

　

国
民
年
金
は
誰
も
が
加
入
す
る
制

度
で
す
。
日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
以

上
60
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
、
国
民

年
金
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

加
入
者
は
、
職
業
な
ど
に
よ
っ

て
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
加
入
手
続
き
が
異
な

り
ま
す
。

・
第
１
号
被
保
険
者

　

自
営
業
者
、
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
、

無
職
の
方
な
ど
で
、
加
入
手
続
き
は

ご
自
分
で
住
所
地
の
市
区
役
所
・
町

村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で
行

い
ま
す
。

・
第
２
号
被
保
険
者

　

会
社
員
や
公
務
員
な
ど
、
厚
生
年

金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
で
、
加
入
手
続
き
は
勤
務
先

が
行
い
ま
す
。

・
第
３
号
被
保
険
者

　

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
の
方
で
、
加
入
手
続
き

は
第
２
号
被
保
険
者
の
勤
務
先
を
経

由
し
て
行
い
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替

が
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

口
座
振
替
が
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、

保
険
料
が
自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ

る
の
で
金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間

が
省
け
る
う
え
、納
め
忘
れ
も
な
く
、

と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分

保
険
料
を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、
月
々
50
円
割
引
さ
れ

る
早
割
制
度
や
、
現
金
納
付
よ
り
も

割
引
額
が
多
い
６
か
月
前
納
・
１
年

度
前
納
・
２
年
度
前
納
も
あ
り
、
大

変
お
得
で
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は
、
納

付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金

融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
う
え
、
ご

希
望
の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務

所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問
大
分
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
０
９
７-

５
５
２-

１
２
１
１

 

国
民
健
康
保
険

職
場
の
社
会
保
険
を
や
め
た
あ

と
の
手
続

　

わ
が
国
で
は
、
誰
も
が
安
心
し
て

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
す
べ

て
の
人
が
い
ず
れ
か
の
医
療
保
険
に

加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
社
を
退
職
し
、
社
会
保
険
を
や

め
た
場
合
は
、
次
の
⑴
～
⑶
の
保
険

に
加
入
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

⑴
職
場
の
健
康
保
険
の
任
意
継
続

　
（
社
会
保
険
）
に
加
入
す
る

　

職
場
の
健
康
保
険
に
２
か
月
（
共

済
保
険
は
１
年
）
以
上
加
入
し
て
い

た
場
合
、
退
職
し
て
20
日
以
内
に
手

続
き
を
と
れ
ば
、
今
ま
で
の
保
険
を

継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
最
高

２
年
間
）。

　

保
険
料
が
今
ま
で
と
変
わ
り
ま
す

の
で
、
手
続
き
方
法
等
は
職
場
の
健

康
保
険
担
当
者
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

⑵
家
族
の
扶
養
者（
社
会
保
険
の
扶

　

養
）に
な
る

　

年
間
の
収
入
が
１
３
０
万
円
（
60

歳
以
上
ま
た
は
一
定
の
障
が
い
が
あ
る

たけたん情報
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場
合
は
１
８
０
万
円
）
未
満
で
あ
れ

ば
、
家
族
の
職
場
の
健
康
保
険
に
扶

養
と
し
て
加
入
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
（
被
扶
養
者
が
増
え
て
も
、
職

場
の
健
康
保
険
料
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）。

　

手
続
き
方
法
等
は
、
ご
家
族
の
職

場
の
健
康
保
険
担
当
者
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

⑶
前
記
の
⑴
⑵
い
ず
れ
に
も
あ
て

　

は
ま
ら
な
い
場
合
。ま
た
は
、社
会

　

保
険
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
場
合
。

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
を
や
め
た
あ
と
、
14
日

以
内
に
、
市
保
険
健
康
課
ま
た
は
各

支
所
い
き
い
き
市
民
課
で
、
加
入
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
加
入
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
健
康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
（
職

場
や
各
健
康
保
険
の
保
険
者
が
発

行
し
た
も
の
）

・
印
か
ん

・
世
帯
主
と
対
象
と
な
る
方
の
個
人

番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

※
平
成
28
年
1
月
か
ら
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
利
用
開
始
に

伴
い
、
手
続
き
の
際
に
は
、
世
帯
主

と
対
象
と
な
る
方
の
個
人
番
号
の
記

入
、本
人
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
代
理
人
が
手
続
き
す
る
場

合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。（
世
帯

主
と
同
一
世
帯
の
方
が
手
続
き
さ
れ

る
場
合
、
委
任
状
不
要
）

問
竹
田
市
保
険
健
康
課 

国
保
・
高

齢
者
医
療
係 

☎
63-

４
８
１
０

 

税　
金

所
得
税
等
の
期
限
内
納
付
の
お

願
い
と
振
替
期
日
の
お
知
ら
せ

※
平
成
27
年
分
確
定
申
告
の
納
付
期

限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
納
付
期
限

　

平
成
28
年
３
月
15
日
㈫

○
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人

事
業
者
）
の
納
付
期
限

　

平
成
28
年
３
月
31
日
㈭

　

申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
並
び
に
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）の
納
税
は
、金
融
機
関

の
預
貯
金
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
と

な
る「
振
替
納
税
」が
大
変
便
利
で
す
。

　

利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
振
替
納
税
の
振
替
日
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

○
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
の
振
替
日

　

平
成
28
年
４
月
20
日
㈬

○
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人

事
業
者
）
の
振
替
日

　

平
成
28
年
４
月
25
日
㈪

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、最

寄
り
の
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
税
務
署 

（
☎
63-

３
１
４
１
）

※
自
動
音
声
案
内

 

試　
験

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
（
一
般
）

を
募
集
し
ま
す

対
象
者　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

受
付
期
間　

３
月
１
日
㈫
～
５
月

６
日
㈮

試
験
日　

１
次
試
験　

５
月
14
日

㈯
、
２
次
試
験　
６
月
14
日
㈫
～
６

月
17
日
㈮　

※
い
ず
れ
か
一
日
を
指

定
さ
れ
ま
す
。

試
験
会
場　

大
分
大
学

問
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
竹

田
地
域
事
務
所　
☎
63-

３
３
２
０

予
備
自
衛
官
補
を
募
集
し
ま
す

対
象
者　

予
備
自
衛
官
補
（
一
般
）

18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
者
、
予
備
自

衛
官
補
（
技
能
）
18
歳
以
上
で
国
家

免
許
資
格
等
を
有
す
る
者

受
付
期
間　
４
月
８
日
㈮
締
切

試
験
日　
４
月
15
日
㈮
～
19
日
㈫
※

い
ず
れ
か
一
日
を
指
定
さ
れ
ま
す
。

試
験
会
場　

予
備
自
衛
官
補（
一
般
）

　

別
府
駐
屯
地
、予
備
自
衛
官
補（
技

能
）　

健
軍
駐
屯
地
予
定

問
自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
竹

田
地
域
事
務
所　
☎
63-

３
３
２
０

 

都
市
計
画

「
竹
田
市
景
観
計
画
」（案
）に
対
す

る
皆
様
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

竹
田
市
で
は
、
平
成
16
年
に
成

立
し
た
景
観
に
関
す
る
法
律
で
あ
る

「
景
観
法
」
に
基
づ
き
、
景
観
形
成

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
ま
と
め
た
「
竹
田
市

景
観
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。
こ
の

案
に
つ
い
て
皆
様
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

公
表
資
料　

竹
田
市
景
観
計
画（
案
）

※
資
料
は
、
竹
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
新
着
情
報
）及
び
本
庁
建
設
課
窓

口
、あ
る
い
は
各
支
所
産
業
建
設
課
窓

口
に
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

意
見
募
集
期
間　

３
月
１
日
㈫
～

14
日
㈪
ま
で

提
出
方
法　

持
参
、
郵
送
（
３
月
15

日
必
着
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
持
参
の
場
合
は
、
平
日  

午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間
）

※
意
見
記
入
用
紙（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）／（
エ

ク
セ
ル
）
は
竹
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
。
ま
た
は

市
本
庁
建
設
課
及
び
各
支
所
産
業
建

設
課
窓
口
に
て
意
見
記
入
用
（
紙
）

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

提
出
先　
竹
田
市
建
設
課
都
市
計
画

係
〔
住
所
〕竹
田
市
大
字
会
々
１
６
５

０
番
地
〔
郵
送
〕 〒
８
７
８-

８
５
５
５

（
住
所
記
載
不
要
）〔
Ｆ
Ａ
Ｘ
〕63-

３
９

４
８

□×
　 kensetu@

city.taketa.lg.jp

ご
意
見
の
取
扱
い　

お
寄
せ
い
た
だ

い
た
ご
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個

人
に
関
す
る
情
報
を
除
き
、
内
容
を

公
開
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
対
す

る
個
別
の
回
答
は
致
し
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
建
設
課
都
市
計
画
係

☎
63-

１
１
１
１
（
内
線
２
５
０
）

 

福　
祉

第
27
回
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク「
美
術
展
」作
品
募
集

　

今
年
５
月
10
日
㈫
～
15
日
㈰
に
か

け
て
、大
分
県
立
美
術
館
（
大
分
市
）

で
開
催
さ
れ
る
「
美
術
展
」
に
出
品
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す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

出
品
資
格　

県
内
に
在
住
す
る
60
歳

以
上（
昭
和
32
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
方
）で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

出
品
作
品　

①
出
品
者
個
人
が
創

作
し
、
未
発
表
の
も
の　

②
各
部
門

と
も
１
人
１
点

テ
ー
マ　

特
に
定
め
な
い

出
品
料
等　

出
品
料
は
無
料

出
品
部
門
（
６
部
門
）

○
日
本
画
の
部　

日
本
画
、
水
墨
画

○
洋
画
の
部　

油
絵
、ア
ク
リ
ル
画
、

水
彩
、
素
描
、
版
画
、
パ
ス
テ
ル
画

○
彫
刻
・
彫
塑
の
部　

彫
刻
・
彫
塑
、

そ
の
他
立
体
作
品

○
工
芸
の
部　

陶
芸
、染
織
、漆
芸
、

金
工
、
木
竹
、
人
形
、
そ
の
他

○
書
の
部　

漢
字
、
か
な
、
篆
刻

○
写
真
の
部　

カ
ラ
ー
、
モ
ノ
ク
ロ

※
各
部
門
と
も
詳
細
な
規
格
は
高
齢
者

福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

平
成
28
年
２
月
23
日

㈫
～
３
月
25
日
㈮

申
込
方
法　

募
集
期
間
内
に
高
齢

者
福
祉
課
、
各
支
所
い
き
い
き
市
民

課
に
窓
口
備
付
の
出
品
申
込
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
高
齢
者
福
祉
課　
☎
63-

４
８
０
９

「
第
11
回
大
分
県
障
が
い
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」
出
場
選
手
募
集

　

今
年
５
月
15
日
㈰
か
ら
29
日
㈰
の

間
、
大
分
市
内
で
開
催
さ
れ
る
大
分

県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
出
場

す
る
選
手
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象
者　

市
内
在
住
で
障
が
い
を
持

ち
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
で
10
歳

以
上
の
方
（
た
だ
し
、
卓
球
は
６
歳

以
上
）

個
人
競
技　

５
月
15
日
㈰　

水
泳

（
身
体・知
的・精
神
）、５
月
21
日
㈯
、

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
（
身
体
）、
５
月
22

日
㈰　

卓
球
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）、

５
月
28
日
㈯　

ボ
ウ
リ
ン
グ（
身
体・

知
的
・
精
神
）、
５
月
29
日
㈰　

開

会
式
、
陸
上
競
技
（
身
体
・
知
的
・

精
神
）、フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
（
身

体
・
知
的
・
精
神
）

※
各
競
技
に
は
（　

）
内
の
障
が
い

の
方
が
参
加
で
き
ま
す
。
ま
た
、
開

催
日
が
異
な
る
競
技
に
は
複
数
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
方
法　

社
会
福
祉
課
ま
た
は

各
支
所
い
き
い
き
市
民
課
に
備
付
け

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

「
ボ
ウ
リ
ン
グ
」と「
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
」

の
参
加
申
込
み
に
つ
い
て
は
直
接
競

技
団
体
へ
の
提
出
と
な
り
ま
す
。

提
出
期
限　

平
成
28
年
３
月
23
日
㈬

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課　

障
が
い

福
祉
係　
☎
63-

４
８
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
63-

０
９
８
８

平
成
28
年
度
手
話
講
習
会（
入
門

課
程
）受
講
生
を
募
集
し
ま
す
！

　

竹
田
市
で
は
、
手
話
通
訳
者
や
手

話
奉
仕
員
を
目
指
す
方
を
対
象
に
手

話
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
手
話
通

訳
者
・
手
話
奉
仕
員
と
し
て
地
域
の

中
で
活
躍
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
３
月
24

日
㈭
迄
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

 

毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日

（
午
後
７
時
～
９
時
ま
で
）〔
全
24
回
〕

開
講
式　
４
月
５
日
㈫
予
定

会
場　

竹
田
市
高
齢
者
生
き
生
き
交

流
セ
ン
タ
ー
（
竹
田
市
総
合
社
会
福

祉
セ
ン
タ
ー
裏
）

講
師　

大
分
県
聴
覚
障
害
者
協
会

か
ら
派
遣

受
講
費
用　

受
講
料
は
無
料
で
す

が
、
テ
キ
ス
ト
代
等
実
費
が
掛
り
ま

す
（
テ
キ
ス
ト
は
入
門
課
程
、
基
礎

課
程
同
じ
も
の
を
使
用
。
基
礎
課
程

講
習
会
は
平
成
29
年
度
に
実
施
予

定
）。

申
込
書
提
出
先　

竹
田
市
社
会
福

祉
課
、
各
支
所
い
き
い
き
市
民
課

＊
受
講
申
込
書
は
竹
田
市
社
会
福
祉

課
・
各
支
所
い
き
い
き
市
民
課
に
用

意
し
て
い
ま
す
。

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課　

障
が
い

福
祉
係　
☎
63-

４
８
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
63-

０
９
８
８

手
話
通
訳
者
設
置
し
ま
す

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
毎
週
水
曜
日

に
手
話
通
訳
者
を
設
置
し
ま
す
。
市

役
所
で
の
様
々
な
申
請
や
手
続
き
、

相
談
の
際
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

設
置
日
時　

毎
週
水
曜
日　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時

設
置
場
所　

竹
田
市
社
会
福
祉
課

※
通
訳
者
の
都
合
に
よ
っ
て
は
曜
日

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
役
所
に
お
越
し
に
な
る
際
は
事
前

に
ご
連
絡
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

問
竹
田
市
社
会
福
祉
課　

障
が
い

福
祉
係　
☎
63-

４
８
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
63-

０
９
８
８

□×
　 fu

ku
si@
city.taketa.lg

.jp
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住　
宅

公
営
住
宅「
直
入
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー

団
地
」
新
築
２
棟
が
完
成

　

公
営
住
宅
「
直
入
ス
カ
イ
ビュー
団

地
」
に
新
築
戸
建
住
宅
２
棟
が
完
成

し
ま
し
た
。
入
居
者
の
募
集
は
、
そ
の

他
の
市
営
住
宅
、
県
営
住
宅
と
あ
わ

せ
て
３
月
募
集
に
よ
り
行
い
ま
す
。

■
概
要

名
称　

直
入
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
団
地

（
全
８
戸
）

場
所　

竹
田
市
直
入
町
大
字
長
湯

９
０
６
７
番
地
69

構
造　

木
造
平
屋
建

間
取
り　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

住
戸
面
積　
　

74
・
８
２
㎡

家
賃　
２
万
７
７
０
０
円
～
４
万
１

２
０
０
円

※
家
賃
は
世
帯
の
状
況
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。

そ
の
他　

直
入
ス
カ
イ
ビ
ュ
ー
団
地

は
、
公
営
住
宅
法
に
基
づ
く
「
公
営

住
宅
」
で
す
。

問
竹
田
市
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
（
市

建
設
課
内　
☎
63-

４
４
０
０
）

公
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

申
込
方
法　

竹
田
市
住
宅
管
理
セ

ン
タ
ー
（
市
建
設
課
内
）
ま
た
は
各

支
所
産
業
建
設
課
に
備
え
付
け
て
い

る
入
居
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間　

３
月
７
日
㈪
～
15
日 

㈫　
※
土
・
日
を
除
く

抽
選
日　

３
月
18
日
㈮　

午
前
10

時
～
（
市
本
庁
舎
）

入
居
指
定
日　
４
月
15
日
、
ま
た
は

５
月
２
日

※
次
回
の
募
集
月
は
平
成
28
年
5

月
で
す
。
詳
細
は
大
分
県
住
宅
供

給
公
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
竹
田
市
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
（
市

建
設
課
内　
☎
63-

４
４
０
０
）

 

相　
談

大
分
県
司
法
書
士
会
主
催

「
法
律
無
料
相
談
会
」
を
開
催

日
時　

３
月
19
日
㈯ 

午
後
１
時
か

ら
午
後
４
時
ま
で

場
所　

竹
田
市
公
民
館
竹
田
分
館
１

階
和
室
１
号
～
３
号

内
容　

不
動
産
登
記
、
相
続
、
債
務

整
理
、
成
年
後
見
等
の
法
律
相
談

※
予
約
不
要
で
す

問
大
分
県
司
法
書
士
会
豊
肥
支
部

　
☎
64-

９
１
１
１
（
渡
辺
）

 「
協
会
け
ん
ぽ
」か
ら
お
知
ら
せ

◇
協
会
け
ん
ぽ
加
入
者
の
皆
様
へ

「
平
成
28
年
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）」
か
ら
健
康
保
険
料
が
変
わ

り
ま
す

■
保
険
料
率

・
健
康
保
険
…
…
…
…
【
大
分
支
部
】

10
・
０
４
％
（
現
行
10
・
０
３
％
）

・
介
護
保
険
…
…
…
…
【
全
国
一
律
】

１・５
８
％
（
据
え
置
き
）

※
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
方（
介
護

保
険
第
２
号
被
保
険
者
）は
健
康
保

険
率
に
介
護
保
険
料
率
が
加
わ
り

ま
す
。

※
健
康
保
険
料
と
介
護
保
険
料
は
、

労
使
折
半
と
な
り
ま
す
。

※
任
意
継
続
被
保
険
者
の
方
は
、
４

月
分
の
保
険
料
か
ら
改
定
さ
れ
ま

す
。

問
全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け
ん

ぽ
）大
分
支
部　
☎
０
９
７-

５
７
３

-

５
６
３
０

 

就
職
説
明
会

「
合
同
企
業
説
明
会
in
お
お
い

た
」
を
開
催
し
ま
す

日
時　
３
月
９
日
㈬
午
前
10
時
30
分

～
午
後
５
時
30
分（
受
付
：
午
前
10
時
～
）

場
所　

ト
キ
ハ
会
館
５
階　
ロ
ー
ズ

の
間
・
カ
ト
レ
ア
の
間
（
大
分
市
府

内
町
）

対
象　

平
成
29
年
３
月
大
学
卒
業

予
定
者
で
県
内
就
職
を
お
考
え
の
方

参
加
費　

無　

料

※
申
込
み
不
要

◎
詳
し
く
は
《
大
分
県　

合
同
企
業

説
明
会
》
で
検
索
！

問（
公
財
）大
分
県
総
合
雇
用
推
進
協
会

☎
０
９
７-

５
３
２-

８
４
８
６

 

ク
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
支
援
事
業

県
管
理
道
の
草
刈
り
、
花
植
え

等
に
助
成
し
ま
す

対
象
団
体　

自
治
会
な
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体

対
象
区
域　

県
が
管
理
す
る
道
路

沿
い
の
斜
面
や
植
樹
枡
な
ど

報
償
金
額　

草
刈
り
…
面
積（
㎡
）

に
８
円
ま
た
は
12
円
を
乗
じ
た
額

花
植
え
等
…
活
動
に
か
か
る
資
材
費

（
上
限
10
万
円
）

募
集
期
間　
５
月
27
日
㈮
ま
で

問
大
分
県
竹
田
土
木
事
務
所　

建

設
・
保
全
課　
☎
63-

２
１
０
４

↑公営住宅「直入スカイビュー団地」

１．公営住宅（市営 10 戸）
地域 住　宅　名 戸数 備　考

竹田
玉来第 1 団地 １ 単身可
玉来第 2 団地 ２ 単身可
下矢倉団地 １ ※

久住 桐迫住宅 １ 単身可
荻 桜住宅（3 階建て） ３ 世　帯

直入 直入スカイビュー団地 ２ 世　帯
※詳しくは、センターへお問い合わせください。
２．特定公共賃貸住宅（１戸）
地域 住　宅　名 戸数 備　考
竹田 七里第 2 団地　B 棟 １ 35 歳以下の単身

Taketa  Information
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求人情報 ハローワーク豊後大野  竹田市ふるさとハローワーク 問　☎63-1101
①レストラン調理員１人14～17.6万円　②ショップスタッフ１人13.4万円　③調理
員１人20.8万円　④一般作業員1人19.6～ 23.1万円　⑤フロント係１人16～18万
円　⑥調剤薬局事務員１人12.3～16万円　⑦介護職員１人13.5～15.5万円　⑧配
達員１人13.2万円　⑨ホールスタッフ２人14万円　⑩美容師１人18～23万円　⑪
自動車整備師１人15～25万円　⑫運転手１人17.9～ 26.7万円
〔パート求人（時給）〕
⑬組立作業員２人 750円　⑭農作業員４人 880円　⑮ＩＴアシスタント１人 738
円～ 818円　⑯アイロン仕上工２人 750円　⑰酪農搾乳作業員１人1,000円　⑱
送迎運転手１人 700円　⑲品出し業務１人 750円　⑳指導員１人 700円　㉑催促
担当１人 800円　㉒看護補助者５人 800円　㉓事務員１人 700円　㉔家庭教師２
人1,500～ 3,000円

 労働局からのお知らせ

必ずチェック！最低賃金
■大分県特定（産業別）最低賃金
　適用範囲に該当する業種には、それぞれ定められた特定（産業別）最低賃金が適用されます。
　なお、これらの業種に該当しない場合は、次の大分県最低賃金（地域別）額が適用されます。
業　種 金　額 適用範囲

鉄鋼業 836 円 銑鉄鋳物製造業、鋼板の切断加工、鉄スク
ラップ処理業など 

非鉄金属製造業 825 円 銅の精錬、アルミの再生、電線・ケーブル
の製造業など  

電子部品・デバイス・電子回
路製造業、電気機械器具製造
業、情報通信機械器具製造業

749 円 家庭用・業務用の電気機械器具、携帯電話
や IC などの製造業

自動車・同附属品製造業、船
舶製造・修理業
舶用機関製造業

798 円 造船、船の修理、自動車・自動車部品の製
造業など

各種商品小売業 714 円
衣食住にわたる (どれが主かわからない )商
品の販売業。百貨店や総合スーパー、ディ
スカウントストア・ドラッグストア 

自動車（新車）小売業 762 円 自動車新車の販売業

■大分県最低賃金　１時間 694 円（効力発生日は、平成 27 年 10 月 17 日）
※詳しくはホームページ等でご確認ください。
http://oita-roudoukyoku. js i te .mhlw.go. jp/
●お問い合せ　大分労働局労働基準部賃金室　☎ 097-536-3215
　　　　　　　豊後大野労働基準監督署　☎ 0974-22-0153

たけたん情報



入
学
前
に
感
染
症
予
防
の
チ
ェ
ッ
ク
を
！

　

今
春
、
小
学
校
に
入
学
と
な
る
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
期
待
と
不
安
の
両
方

で
し
ょ
う
。
本
日
は
、
入
学
に
向
け
た

感
染
症
予
防
の
お
話
し
を
し
ま
す
。
ア

メ
リ
カ
で
は
、
予
防
接
種
を
し
て
い
な

い
子
は
入
学
許
可
が
で
ま
せ
ん
。
日

本
は
そ
こ
ま
で
厳
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
ア
メ
リ
カ
人
よ
り
感
染
症
に
強

い
は
ず
は
な
い
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご

家
庭
で
責
任
を
も
っ
た
予
防
が
必
要
で

す
。

　

ど
の
ワ
ク
チ
ン
も
大
切
で
す
が
、
今

回
、
強
調
し
た
い
の
で
は
、
Ｍ
Ｒ
（
は

し
か
、
風
疹
）
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
1
歳

時
と
小
学
校
入
学
前
に
計
２
回
が
定
期

予
防
接
種
と
し
て
無
料
で
受
け
ら
れ
ま

す
。

　

日
本
で
は
２
０
１
４
年
に
風
疹
の
流

行
が
あ
り
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
を
し
て

い
な
い
成
人
男
性
が
発
端
と
な
り
、
ワ

ク
チ
ン
を
し
て
い
な
い
、
も
し
く
は
し

た
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
成
人
女
性
に

広
が
り
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
障
が

い
を
抱
え
て
し
ま
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
45

人
も
生
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
流
産

に
い
た
っ
た
妊
婦
さ
ん
は
も
っ
と
い
た

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

子
ど
も
の
頃
に
ワ
ク
チ
ン
を
し
て
い
な

い
こ
と
が
、
将
来
、
大
き
な
問
題
と
な

る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。
ま
た
、
風
疹

で
は
７
０
０
０
人
に
1
人
、
は
し
か
で

は
１
０
０
０
人
に
1
人
は
、
命
の
危
険

に
陥
る
、
も
し
く
は
一
命
を
取
り
と
め

て
も
脳
の
障
が
い
を
抱
え
て
し
ま
う
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
竹
田
市
は
高
い
予
防
接

種
率
を
遂
げ
て
い
ま
し
た
が
、
何
と

２
０
１
４
年
度
の
小
学
校
入
学
前
の
Ｍ

Ｒ
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は
大
分
県
18
市
町

村
中
ワ
ー
ス
ト
2
位
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
れ
で
は
、
今
、
竹
田
市
に

は
し
か
や
風
疹
が
入
っ
て
き
た
ら
、
多

く
の
子
ど
も
や
大
人
が
か
か
っ
て
し
ま

い
、
そ
の
中
か
ら
一
定
の
確
立
で
不
幸

な
こ
と
に
至
っ
て
し
ま
う
人
が
で
て
し

ま
い
ま
す
。

　

確
か
に
因
果
関
係
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
重
篤
な
有
害
事
象
が
数
百
万
回

に
1
回
程
度
生
じ
て
い
ま
す
が
、
か
か

っ
た
場
合
の
恐
ろ
し
さ
は
そ
れ
以
上
で

す
。
竹
田
の
輝
か
し
い
未
来
を
持
っ
た

子
ど
も
た
ち
を
、
私
た
ち
大
人
が
し
っ

か
り
と
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
大
分
大
学
医
学
部
地
域
医
療
・
小
児

科
分
野　

是
松
聖
悟.

）

第20 回 出 張 ！

えがおの子育て

小児科
――地域医療・小児医療の視点から――

歯科休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

３／６㈰ 長湯ごとう歯科〔直入〕 0974-75-3001

３／13㈰ 歯科筑紫医院〔久住〕 0974-76-0024

３／20㈰ ふじさわ歯科医院〔竹田〕 0974-64-1118

３／21㈪ 長湯ごとう歯科〔直入〕 0974-75-3001

３／27㈰ まつもと歯科クリニック〔竹田〕 0974-62-2400

　※診療時間 9：00～12：00（受付 11：30 まで）
　※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎ 097-545-3151 
　　　　　　　　　　http:www.oita-dental-a.or.jp/

休日及び夜間の在宅当番医院
大久保病院　☎ 64-7777

〔受付時間〕　平日夜間18：00～21：00、土曜日13：00～21：00、
　　　　　　休日8：30～21：00
竹田医師会病院　☎ 63-3241 

〔受付時間〕　平日18：00～21：00、土曜日13：00～21：00、
　　　　　　日曜・祝祭日8：30～21：00
※原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科輪番病
　院を受診してください。
※なお、これまでどおり上記以外の曜日や時間帯についても電
　話相談していただいて、診察可能と判断できれば可能な限り
　対応いたします。

注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこ
　　　　　　で診てもらうようお願いします。
　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ電話
　　　　　　連絡したうえで受診をしてください。
　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医　療　機　関 電話番号

３／５㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

３／６㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

３／12㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

３／13㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

３／19㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

３／20㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

３／21㈪ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

３／26㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

３／27㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

４／2㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

４／3㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

受付時間　8：30 ～ 11：30（こども診療所は 9：00～11：30） 
診療時間　9：00 ～ 12：00（三重東クリニックは 8：30～12：00）
　※土曜日については、上記以外にも診療を行っているところ
　　があります。
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合がありま
す。あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-0119）にお
電話で確認されるようお願いします。また、院外薬局が休みの
場合は、あらかじめ用意されて約束処方となることがあります
ので、ご了承ください。

休日当番院情報
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ぼくたち・私たちの

学び舎

　
「
大
船
は
高
く
そ
び
え
て　

芹
川

ぞ
清
く
流
る
る
」（
校
歌
よ
り
）

　

雄
大
な
大
船
山
、
清
ら
か
な
芹
川
、

日
本
一
の
炭
酸
泉
長
湯
温
泉
、
そ
の

直
入
町
の
中
央
に
位
置
す
る
の
が
直

入
中
学
校
で
す
。
全
校
生
徒
50
名
、

素
直
で
あ
た
た
か
い
子
ど
も
が
多
く
、

大
き
な
あ
い
さ
つ
の
声
が
響
き
合
っ

て
い
ま
す
。
保
護
者
の
協
力
体
制
も

す
ば
ら
し
く
、
保
護
者
・
地
域
・
学

校
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
35
年
、
長
湯

中
学
校
と
下
竹
田
中
学
校
が
統
合
し

た
当
時
は
生
徒
数
が
５
７
４
名
で
し

た
。
校
訓
の
「
親
和
愛
校
」
も
統
合

の
と
き
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

本
校
の
重
点
目
標
は
「
自
尊
感
情

を
高
め
、
主
体
性
を
育
て
る
」
で
す
。

平
成
26
・
27
年
度
の
２
年
間
、
竹
田

市
Ｔ
Ｏ
Ｐ
〈
Ｓ
Ｕ
Ｎ
３
〉
研
究
指
定

を
受
け
、
郷
土
学
の
研
究
を
し
て
き

ま
し
た
。
学
年
を
解
い
た
７
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
テ
ー
マ
を
決
め
、

地
域
に
出
か
け
、
主
体
的
に
調
査
活

動
を
行
な
い
ま
し
た
。
湧
水
、
農
業
、

高
齢
者
、
町
お
こ
し
、
芹
川
…
。
あ

た
た
か
い
地
域
の
み
な
さ
ん
方
と
ふ

れ
あ
い
、
教
え
を
い
た
だ
き
「
ふ
る

さ
と
直
入
」
を
知
る
よ
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
10
月
に
行
わ
れ
た
発
表

会
で
は
、
多
く
の
先
生
方
、
地
域
の

み
な
さ
ん
の
ご
参
観
の
も
と
、
子
ど

も
た
ち
は
自
信
を
持
っ
て
発
表
し
ま

し
た
。
12
月
に
は
竹
田
市
食
生
活
推

進
協
議
会
の
み
な
さ
ん
、
い
で
湯
会

の
み
な
さ
ん
と
い
な
り
寿
司
と
だ
ん

ご
汁
づ
く
り
に
挑
戦
を
し
ま
し
た
。

１
月
は
、
い
で
湯
会
の
み
な
さ
ん
と
一

緒
に
杵
と
臼
で
餅
つ
き
大
会
を
行
い
、

お
い
し
い
餅
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
何
十
年
ぶ
り
か
に
こ
ど
り
を
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
楽
し
か
っ
た

ー
。
冥
土
の
土
産
が
で
き
ま
し
た
」

と
、
お
っ
し
ゃ
る
会
員
も
い
て
、
み

な
さ
ん
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
勉

強
に
も
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
努
力
が
実
り
、
女
子
駅
伝
チ

ー
ム
は
昨
年
11
月
に
久
住
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
「
県

中
学
校
駅
伝
競
走
大
会
」
に
出
場
し

３
位
入
賞
。
会
場
で
は
保
護
者
や
地

域
の
み
な
さ
ん
が
見
守
っ
て
く
れ
、
一

生
懸
命
応
援
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
全
校
生
徒
と
教
職
員
が
力

を
合
わ
せ
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
、

さ
ら
に
ふ
れ
あ
え
る
学
校
で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
安
東　

大
暁
）

校
訓「
親
和
愛
校
」

地
域
の
み
な
さ
ん
と
、さ
ら
に 

ふ
れ
あ
え
る
学
校
に

今
月
の
学
び
舎
　
直
入
中
学
校

↑昨年「県中学校駅伝競走大会」で大活躍！

↑地元を流れる芹川を調べる直入中の生
徒たち！

↑いで湯会のみなさんと、餅つき
大会

↑研修を受ける市内小中学校の教員のみなさん

未来を担う
子どもたちのために！
教職員向けの「プログラミング研修」を開催

　２月５、８日の両日、市内の教職員を対象にし
た「プログラミング研修」が南部小学校パソコ
ン教室で行われました。 
　開催した２日間に、市内の小・中学校から 10
校（10 名）が参加。ICT 支援員（株式会社情報
開発研究所）が視覚的に判り易いプログラミン
グ言語学習環境「Scratch（スクラッチ）」を利用
し、実演を交えながら解説しました。
 　この研修会は、未来を担う子どもたちの論理
的思考力や創造力を養うために「プログラミン
グ教育の普及促進が必要」とされるなか、まず
は教職員による「プログラミング」についての必
要な知識の習得を目的としています。
　終了後、参加した教職員は「難しいと思って
いましたが、慣れたら面白い。教材に生かせる
のではないかと思う」、「子どもたちの論理的な思
考能力の向上に期待できる」等の感想を述べて
いました。
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■竹田市立図書館
　TEL ・FAX63-1048
■荻図書室（荻駅交流館図書室）
　TEL ・FAX68-2200
■久住図書室
　TEL76-0717 ・FAX76-0724
■直入図書室
　TEL75-2240 ・FAX75-2231

図書館に行こう

【一般の本】
・獅子吼（文藝春秋）	 浅田　次郎
・はだれ雪（KADOKAWA）	 葉室　　麟
・戦場のコックたち（東京創元社）	 深緑　野分
・ギリシア人の物語１（新潮社）	 塩野　七生
・異類婚姻譚（講談社）	 本谷有希子
・骨風（文藝春秋）	 篠原　勝之
・カラスの教科書（雷鳥社）	 松原　　始
・漂流郵便局　届け先のわからない手紙、預かります 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小学館）	久保田沙耶
・あなたには幸せになる力がある（PHP研究所）	 酒井　雄哉
・神社の解剖図鑑　日本各地の神様とご利益がマルわかり
　　　　　　　　　　　　　（エクスナレッジ）	 米澤　貴紀
・子どもと楽しむにっぽんの歳時記-食と手作り12ヶ月- （主婦と生活社）
・【子どもの本】
・にっぽんのおやつ -写真絵本おやつ風土記 -（理論社）	 白央　篤司
・ぼくのでんしゃでんしゃ !（教育画劇）	 広瀬　克也
・あっぱれ !なんでも日本一（講談社）
・笑う免疫学 -自分と他者を区別するふしぎなしくみ -
　　　　　　　　　　　　　　　　　（筑摩書房）	藤田紘一郎
・おひなまつりのちらしずし（福音館書店）	 平野恵理子
・たべもんどう（ブロンズ新社）	 鈴木のりたけ
・ももたろう（傑作絵本劇場）　（福音館書店）	 赤羽　末吉
他　90冊ほど入りました

一般の本

子どもの本

「うたうとは小さないのち
ひろいあげ」

むらかみ　しいこ　　講談社

　めざすは短歌甲子園！高校生になった桃子は短歌
を詠む「うた部」に入部する。でも、不登校になっ
たままの親友の綾美には部活のことを言い出せない。
そんなある日の放課後、うた部で短歌甲子園に出場
しようという話が…「私たちは言葉を信じて気持ち
を伝える」野間児童文芸賞に輝いた一冊です。

「ふたり★おなじ星のうえで」
谷川俊太郎／東京書籍

　インドに住むラマデビと埼玉に住む春佳は 9歳
の女の子。国は違うけれど、ことばは違うけれど
いま、おなじ地球の上に生きている。春佳は毎日
小学校へ通い、ラマデビは毎日綿花の農園で働
いている。ラマデビの村で摘まれた綿花は中国へ
も運ばれ、綿の糸や布になり、きれいなシャツに
なって日本に運ばれてくる…。巻末に綿花からシ
ャツが出来るまでが詳しく載っています。

（アミ）が竹田市立図書館の休館日
お＝荻図書室　く＝久住図書室
な＝直入図書室

月3
http://www.city.taketa.oita.jp/library/

新刊　のご案内

今月の読み聞かせ　　　　　　　　　　　

○ブックスタート
　3月16日㈬　14：00～（竹田市総合社会福祉センター）
○おはなしのへや
　毎週火曜日　10：30～11：00
　（竹田市立図書館えほんのへや）
○おはなしルーム
　3月3日㈭　14：00～14：30（南部幼稚園） 　
　3月10日㈭　14：00～14：30（竹田幼稚園）

今月の休館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
おく
な

6
く
な

7
おく
な

8
おく
な

9
おく
な

10
おく
な

11
おく
な

12
おく
な

13
く
な

14
お

15 16 17 18 19
おく
な

20
く
な

21
おく
な

22 23 24 25 26
おく
な

27
く
な

28
お

29 30 31

蔵書点検に伴う休館のお知らせ
3 月 7 日㈪～ 11 日㈮まで蔵書点検のため
休館いたします。
荻・久住・直入図書館も休館となります。
ご迷惑をおかけしますがご協力を
どうぞよろしくお願い致します。

※ 25 日㈮は図書整理のため、本館がお休みです。
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聖
ヤ
コ
ブ
石
像
に
つ
い
て
は
、
本
連
載
の

第
１
回
目
（
平
成
24
年
６
月
号
）
で
掲
載
し

た
と
こ
ろ
、
多
く
の
反
響
を
呼
ん
だ
。
そ
も

そ
も
、
こ
の
石
像
が
聖
ヤ
コ
ブ
（
注
１
）
で
は

な
い
か
と
の
説
を
唱
え
た
の
は
、
故
久
留
米

大
学
教
授
竹
村
覚
氏
で
あ
っ
た
。
再
度
、
そ

の
理
由
を
整
理
す
る
と
、
次
の
と
お
り
に
な

る
。
発
見
さ
れ
た
場
所
が
西
の
丸
に
あ
っ
た

不
浄
蔵
（
注
２
）
の
真
下
に
当
た
る
た
め
、
不

浄
蔵
内
に
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
と
一
緒
に
隠
さ

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
聖
ヤ

コ
ブ
を
ス
ペ
イ
ン
語
で
発
音
す
る
と
「
サ
ン

テ
ィ
ア
ゴ
」、
す
な
わ
ち
「
サ
ン
チ
ャ
ゴ
」
と

聞
こ
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
石
像
が
聖
人
ヤ

コ
ブ
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
だ
。
確
か
に

ス
ペ
イ
ン
に
あ
る
聖
ヤ
コ
ブ
の
墓
「
サ
ン
チ

ャ
ゴ
・
デ
・
コ
ン
ポ
ス
テ
ー
ラ
」
の
ヤ
コ
ブ

像
（
画
像
①
）
と
比
較
し
て
も
よ
く
似
て
い

る
。
そ
し
て
、
興
味
深
い
の
は
、
竹
村
氏
が

こ
の
聖
ヤ
コ
ブ
像
が
外
国
人
の
石
工
に
よ
っ

て
製
作
さ
れ
、
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
と
同
様
に

長
崎
か
ら
移
さ
れ
た
と
推
測
し
て
い
る
こ
と

だ
。
も
し
、
こ
れ
が
事
実
な
ら
ば
、
聖
ヤ
コ

ブ
像
は
南
蛮
渡
来
の
超
一
級
キ
リ
シ
タ
ン
遺

物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
推
測
を
立
証
す
べ
く
、
聖
ヤ

コ
ブ
石
像
を
県
外
の
某
公
的
機
関
に
持
ち
込

み
、
石
の
成
分
か
ら
分
析
を
試
み
た
。
こ
の
機

関
は
岩
石
学
を
専
門
と
す
る
。
現
地
で
分
析

を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
某
国
立
大
学
名

誉
教
授
で
理
学
博
士
の
Ｗ
氏
、
こ
の
機
関
の
館

長
で
同
じ
く
理
学
博
士
の
Ｉ
氏
、
そ
し
て
学
芸

員
Ｎ
氏
の
３
名
で
あ
っ
た
。
３
名
は
丹
念
に
ル

ー
ペ
で
組
成
成
分
を
分
析
し
た
結
果
、「
こ
の
石

は
砂
岩
で
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

日
本
国
内
で
は
な
く
、
地
中
海
沿
岸
の
国
で
取

れ
る
石
の
よ
う
だ
」
と
い
う
暫
定
結
果
を
出
し

た
。
暫
定
と
い
う
の
は
、
本
来
、
サ
ン
プ
ル
を

採
取
し
て
最
先
端
の
科
学
技
術
を
駆
使
し
た

上
で
、
ど
こ
の
国
の
、
ど
の
地
方
の
も
の
か
を
特

定
す
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
は
大
人
の
コ
ブ
シ
大

の
サ
ン
プ
ル
が
必
要
に
な
り
、
残
念
な
が
ら
現

時
点
で
は
そ
れ
が
不
可
能
だ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

ヤ
コ
ブ
石
像
の
首
か
ら
下
を
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
サ
ン
プ
ル
を
採
取
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
が
、
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

だ
が
、
今
回
は
暫
定
と
は
言
え
、
地
中
海
沿
岸

の
国
で
取
れ
る
石
の
可
能
性
が
高
い
と
い
う
結

果
は
極
め
て
大
き
な
発
見
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
分
析
を
芸
術
的
な
面
か
ら
も
行
っ

て
み
た
。
こ
ち
ら
は
、
某
大
学
で
彫
刻
を
専

門
と
す
る
著
名
な
教
授
に
見
て
い
た
だ
い
た

の
だ
が
、
こ
こ
で
も
驚
く
べ
き
こ
と
を
耳
に

し
た
。「
こ
れ
は
13
世
紀
頃
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

流
行
し
た
作
風
の
よ
う
だ
。
特
に
後
ろ
頭
の

髪
の
毛
の
ラ
イ
ン
（
画
像
②
）
な
ど
は
非
常

に
高
い
技
術
を
要
す
る
が
、
当
時
の
日
本
人

に
は
硬
い
石
を
こ
の
よ
う
に
彫
る
技
術
は
な

か
っ
た
は
ず
だ
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
13

世
紀
と
言
え
ば
、
日
本
で
は
鎌
倉
時
代
で
あ

る
。
日
本
で
は
鎌
倉
時
代
で
あ
り
、
そ
う
で

あ
れ
ば
彫
ら
れ
て
約
７
０
０
年
も
の
歳
月
を

経
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
地
中
海

沿
岸
の
国
で
採
取
さ
れ
た
石
で
あ
る
な
ら
ば
、

16
世
紀
以
降
に
キ
リ
ス
ト
教
と
共
に
日
本
に

も
た
ら
さ
れ
た
南
蛮
渡
来
の
石
像
と
言
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
石
像
が
、
本
当
に
聖
ヤ
コ
ブ
で
あ
る

か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
７
０
０
年
の
時
空

を
超
え
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
竹
田
に
や
っ
て

き
た
の
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
間
違
い
な
く
、

竹
田
に
し
か
な
い
至
高
の
キ
リ
シ
タ
ン
ロ
マ

ン
と
謎
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
誰
が
い
つ
、

ど
こ
の
国
か
ら
日
本
に
持
ち
込
ん
だ
の
だ
ろ

う
か
。
そ
し
て
、
時
の
岡
藩
主
は
こ
の
石
像

が
聖
人
ヤ
コ
ブ
と
信
じ
て
お
り
、
聖
人
ヤ
コ

ブ
が
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
と
発

音
さ
れ
る
こ
と
も
知
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
石
像
が
謎
に
包
ま

れ
た
ま
ま
、
海
を
越
え
て
や
っ
て
き
た
可
能

性
は
高
い
。

　
　
　
（
南
蛮
文
化
振
興
室
長　

後
藤
篤
美
）

注
１
…
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
最
初
に
弟
子
に
し
た
12

人
を
12
使
徒
と
呼
ぶ
が
、
そ
の
中
の
１
人
が
ヤ
コ

ブ
。
中
で
も
ヤ
コ
ブ
は
最
初
に
殉
教
を
遂
げ
た
聖

人
で
、
異
教
徒
か
ら
ス
ペ
イ
ン
を
守
る
軍
神
で
も

あ
る
。

注
２
…
キ
リ
ス
ト
教
が
禁
教
に
な
っ
て
か
ら
、
信
者
か

ら
押
収
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
を
収
納
し
た
土

蔵
の
こ
と
。
各
藩
に
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
岡
藩

は
竹
村
氏
の
説
に
よ
る
と
、
こ
の
不
浄
蔵
の
前
に
稲

荷
社
を
建
て
て
い
た
と
い
う
。

ミ
ス
テ
リ
ア
ス
！
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
Ⅱ　
　
続・聖
ヤ
コ
ブ
石
像
編

　
そ
の
異
国
人
の
よ
う
な
独
特
な
風ふ

う
ぼ
う貌

か
ら
、
南
蛮
渡
来
の
も
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
な
が
ら
も
、
一
切

の
史
料
が
無
い
た
め
に
、
そ
の
由
来
は
全
く
の
不
明
で
あ
っ
た
聖
ヤ
コ
ブ
石
像
。
石
の
成
分
と
芸
術
的
な
面

の
両
面
か
ら
分
析
を
行
っ
た
結
果
、
見
え
て
き
た
も
の
は
何
か
。

聖
ヤ
コ
ブ
石
像
は

南
蛮
渡
来
だ
っ
た
の
か
!?
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る
。
日
本
で
は
鎌
倉
時
代
で
あ
り
、
そ
う
で

あ
れ
ば
彫
ら
れ
て
約
７
０
０
年
も
の
歳
月
を

経
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
地
中
海

沿
岸
の
国
で
採
取
さ
れ
た
石
で
あ
る
な
ら
ば
、

16
世
紀
以
降
に
キ
リ
ス
ト
教
と
共
に
日
本
に

も
た
ら
さ
れ
た
南
蛮
渡
来
の
石
像
と
言
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
石
像
が
、
本
当
に
聖
ヤ
コ
ブ
で
あ
る

か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
７
０
０
年
の
時
空

を
超
え
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
竹
田
に
や
っ
て

き
た
の
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
間
違
い
な
く
、

竹
田
に
し
か
な
い
至
高
の
キ
リ
シ
タ
ン
ロ
マ

ン
と
謎
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。
誰
が
い
つ
、

ど
こ
の
国
か
ら
日
本
に
持
ち
込
ん
だ
の
だ
ろ

う
か
。
そ
し
て
、
時
の
岡
藩
主
は
こ
の
石
像

が
聖
人
ヤ
コ
ブ
と
信
じ
て
お
り
、
聖
人
ヤ
コ

ブ
が
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
と
発

音
さ
れ
る
こ
と
も
知
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
石
像
が
謎
に
包
ま

れ
た
ま
ま
、
海
を
越
え
て
や
っ
て
き
た
可
能

性
は
高
い
。

　
　
　
（
南
蛮
文
化
振
興
室
長　

後
藤
篤
美
）

注
１
…
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
最
初
に
弟
子
に
し
た
12

人
を
12
使
徒
と
呼
ぶ
が
、
そ
の
中
の
１
人
が
ヤ
コ

ブ
。
中
で
も
ヤ
コ
ブ
は
最
初
に
殉
教
を
遂
げ
た
聖

人
で
、
異
教
徒
か
ら
ス
ペ
イ
ン
を
守
る
軍
神
で
も

あ
る
。

注
２
…
キ
リ
ス
ト
教
が
禁
教
に
な
っ
て
か
ら
、
信
者
か

ら
押
収
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
を
収
納
し
た
土

蔵
の
こ
と
。
各
藩
に
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
岡
藩

は
竹
村
氏
の
説
に
よ
る
と
、
こ
の
不
浄
蔵
の
前
に
稲

荷
社
を
建
て
て
い
た
と
い
う
。

ご寄贈いただきました
宮崎市在住の安松恵子さんより市にご
寄贈していただきました。ありがとう
ございました。
十字茶碗は原清和作：「クルス文　俵型
茶碗」、浜田慎一郎作：「イエズス会オ
ステア中次」

（南蛮文化振興室）

↑「石」の成分と芸術的な面の両面から分析を行ったヤコブ石像

↑画像①　スペインにある聖ヤコブの墓「サンチャゴ・デ・コ
ンポステーラ」のヤコブ像

↑謎を呼ぶヤコブ石像（個人蔵）

発見された岡城跡・西の丸の真下付近。
今後の研究に重要な首から下部分もど
こかに眠っている可能性がある　　→

↑画像①　ヤコブ石像（後ろ頭の髪の毛のライン）

キ リ ト リ セ ン

キ
リ
ト
リ
セ
ン有効期間

平成28年３月20日㈰
　　　　〜４月10日㈰まで

国指定史跡 岡城跡

家族無料観覧券



ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン

キ
リ
シ
タ
ン
遺
物
に
つ
い
て
考
え
る

← 2014 年７月、来竹した
ジョゼフ・チェノットゥ駐
日大使を歓迎した地元住民
のみなさん。不確定な「キ
リシタン遺跡」にロマンが
あるからこそ、人は引き寄
せられる。

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

ク
ロ
マ
ツ
の
縁「
三
木
市
」を
訪
ね
て

　

昨
年
、
兵
庫
県
三
木
市
か
ら
い
た

だ
い
た
ク
ロマ
ツ
を
縁
と
し
て
「
未
来
へ

続
く
民
間
交
流
の
橋
渡
し
」
を
目
的

に
、
２
月
12
か
ら
13
日
に
か
け
て
、
友

好
交
流
訪
問
団
（
20
名
）
を
結
成
し
、

三
木
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

地
元
太
鼓
の
演
奏
や
三
木
城
ほ
か

文
化
財
視
察
の
現
地
案
内
、ま
た
、大
宮

八
幡
宮
で
は
「
鬼
追
行
事
」
を
特
別

披
露
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
温
か
い
お

も
て
な
し
で
迎
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

両
市
の
市
民
間
交
流
の
さ
ら
な
る

継
続
を
期
待
さ
せ
る
訪
問
と
な
り
ま

し
た
。

↑「鬼追行事」を観賞する友好交流訪
問団

　

私
が
『
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
』
の
こ
と
を
初
め
て
意
識
し
た

の
は
、
い
ま
か
ら
50
年
以
上
も
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

縁
戚
に
あ
た
る
公
民
館
勤
務
の
Ｓ
氏
が
熱
心
に
長
湯
の
キ

リ
シ
タ
ン
の
研
究
に
取
り
組
み
、
時
々
わ
が
家
に
訪
れ
て
は

不
思
議
な
世
界
の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
の
が
き
っ
か
け
だ

っ
た
。

　

剣
道
の
練
習
で
公
民
館
を
訪
れ
て
は
、
原
の
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｉ
石

碑
や
か
ま
ぼ
こ
状
の
伏
せ
墓
の
写
真
を
眺
め
た
も
の
だ
。

　

少
し
深
入
り
し
始
め
た
の
は
、
役
場
に
入
っ
て
間
も
な
く

の
こ
と
。
公
民
館
長
と
し
て
多
く
の
趣
味
を
も
っ
て
お
ら
れ

た
故
伊
東
勝
美
さ
ん
の
お
世
話
で
、
長
崎
26
聖
人
館
の
パ
チ

ェ
コ
・
デ
ィ
エ
ゴ
館
長
と
出
会
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。
パ
チ

ェ
コ
神
父
は
日
本
名
を
結
城
了
悟
と
さ
れ
た
。

　

そ
の
パ
チ
ェ
コ
神
父
と
と
も
に
、
長
湯
地
区
の
長
野
・
神

堤
・
栃
原
な
ど
を
調
査
し
た
の
だ
が
、
鮮
明
な
記
憶
と
し
て

残
っ
て
い
る
の
は
、
伏
せ
墓
の
石
の
上
に
仏
式
の
お
墓
を
乗

せ
て
隠
し
て
い
た
光
景
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、「
ユ
ダ
ヤ

人
の
王
ナ
ザ
レ
の
イ
エ
ス
」
の
頭
文
字
を
刻
ん
だ
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ｉ

墓
碑
や
山
の
神
と
す
る
に
は
あ
ま
り
に
不
思
議
な
姿
を
し
た

石
造
物
な
ど
も
調
査
し
た
。

　

そ
し
て
、
い
ま
で
も
頭
か
ら
離
れ
な
い
神
父
の
言
葉
が
あ

る
。「
こ
こ
朽
網
地
方
に
は
、
豊
後
の
国
で
初
め
て
教
会
が

建
て
ら
れ
て
い
た
の
で
す
」
と
い
う
も
の
だ
。
朽く

た
み網

は
い
ま

の
都
野
か
ら
長
湯
方
面
の
土
地
を
言
う
の
で
あ
る
が
、
そ
こ

に
は
３
８
０
人
も
の
熱
心
な
信
者
が
い
た
か
ら
と
教
え
ら
れ

た
。
実
際
、
地
域
の
古
老
た
ち
は
「
こ
の
辺
に
教
会
跡
と
か

竜
宮
跡
と
か
呼
ば
れ
る
不
思
議
な
エ
リ
ア
が
あ
っ
た
」
と
証

言
す
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
。
い
ま
大
分
県
で
は
大
友
時
代
の
キ
リ
シ
タ
ン
遺
跡

や
遺
物
、
ま
た
興
味
深
い
関
連
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
な
い
で

そ
の
魅
力
を
再
復
活
さ
せ
た
い
と
い
う
動
き
が
あ
る
。
地
域

の
歴
史
や
文
化
を
い
ま
に
活
か
そ
う
と
す
る
企
画
は
大
切

だ
。
ま
し
て
、
竹
田
市
に
は
岡
城
を
拠
点
と
し
て
活
躍
し
た

志
賀
氏
が
い
る
し
、
そ
の
第
17
代
目
、
つ
ま
り
最
後
の
城
主

と
な
っ
た
志
賀
親ち

か
よ
し次

は
大
友
宗
麟
の
外
孫
で
あ
り
、
キ
リ
シ

タ
ン
に
帰
依
し
て
ド
ン
・
パ
ウ
ロ
と
い
う
洗
礼
名
を
も
つ
の

だ
。

　

こ
う
い
う
動
き
が
生
ま
れ
る
以
前
か
ら
、
竹
田
市
は
市
役

所
に
『
南
蛮
文
化
推
進
室
』
を
構
え
て
、
後
藤
篤
美
室
長
が

ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。広
報
紙
に
お
け
る『
ミ

ス
テ
リ
ア
ス
！
竹
田
キ
リ
シ
タ
ン
』
の
連
載
も
そ
う
だ
し
、

県
内
外
に
お
け
る
講
演
活
動
も
活
発
化
し
て
い
る
。
そ
の
お

蔭
で
、
日
本
は
も
と
よ
り
、
ア
ジ
ア
か
ら
も
多
く
の
視
察
団

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

た
だ
、
こ
こ
に
き
て
国
東
市
の
『
否
定
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ

ン
遺
物
事
件
』
が
表
面
化
。
あ
ら
た
め
て
、
遺
物
や
遺
跡
を

専
門
的
に
分
析
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
竹
田
市
は
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
鐘
・
原
の
キ

リ
シ
タ
ン
墓
碑
・
殿
町
の
キ
リ
シ
タ
ン
礼
拝
堂
な
ど
確
た
る

実
証
の
得
ら
れ
る
遺
物
・
遺
跡
だ
け
を
紹
介
し
て
き
た
。
し

か
し
、
市
内
に
は
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
関
連
か
ど
う
か
を
調
査

し
て
み
た
い
物
件
が
ま
だ
多
く
あ
る
。そ
こ
で
大
切
な
の
は
、

「
可
能
性
が
あ
る
か
ら
断
定
し
よ
う
」
で
は
な
く
、ま
た
「
よ

く
分
ら
な
い
か
ら
切
り
捨
て
よ
う
」
と
し
な
い
こ
と
が
大
切

だ
。
そ
う
い
う
不
確
定
な
も
の
に
こ
そ
ロ
マ
ン
を
感
じ
る
と

い
う
視
点
も
大
切
だ
と
思
う
。

　

決
め
つ
け
ず
に
、
じ
っ
く
り
と
専
門
的
な
考
察
を
重
ね
て

い
く
こ
と
に
し
た
い
と
、
私
は
そ
う
思
っ
て
い
る
。

キ リ ト リ セ ン

キ
リ
ト
リ
セ
ン

この券を切り取り、登城の際に
料金所に提出してください。
1 枚につき、1 家族が無料で観
覧できます。

竹田市教育委員会文化財課

国指定史跡 岡城跡

家族無料観覧券

市長コラム
〈第79回〉

文豪川端康成が晩年、よく揮毫したのが『有
由有縁』。人との出会いや物事との接点が生ま
れるのは、偶然ではなく、それなりの理由が
働くからであるという意味。



／
　「第18回岡藩城下町ひなまつり」のオープニング
セレモニーが２月18日、竹田創生館（殿町・武家屋
敷通り）で行われました。
井上隆実行委員会会長が「ご家族でぜひお雛様を
見にきてください」と挨拶。参加したしらゆり幼稚
園、竹田幼稚園、竹田保育所、荻保育所の子どもた
ち（約100人）は、ひなあられで乾杯し「うれしいひ
なまつり」を大合唱しました。
　セレモニーが終了後、本町通りに移動した子ども
たちは、色あざやかな「花もちづくり」を体験したあ
と、美味しいきなこ餅を食べて喜んでいました。
　「岡藩城下町雛まつり」は城下町一円の各店舗
等（約32か所）にて、竹田に古くから伝わる立雛、
手作りの創作雛の展示や手折りの雛人形が入った
竹雛など様々な種類のお雛様を展示しています。

↑みんなで「うれしいひなまつり」を大合唱

ひ
な
ま
つ
り

　

岡
藩
城
下
町

13
3

日

ま
で
実
施
中

美しい雛飾り たのしい雛まつり

✿３月  ５日㈯ 第18回岡藩城下町雛まつり・ひいなあそび
 10：00-13：00（竹田町商店街活性化無料駐車場）
✿３月11日㈮ 第18回岡藩城下町雛まつり・流し雛 
 10：30～（豊後竹田駅前稲葉川河川敷）
【お問い合せ】 岡藩城下町雛まつり実行委員会　☎63-2638

「人権を守り、差別をなくす」

■人権ポスターの部

■人権標語の部

優秀賞　小代千春さん
　　　　（城原小・5年）

優秀賞 ひとりより　みんなであそぶと　楽しいよ （阿南里奈さん・荻小2年）
 悪口を　なくせばみんな　楽しくなる （田北　優くん・直入小5年）

優秀賞 みんなの輪　あなたも大事な　１ピース （米田沙耶香さん・竹田中1年）
 陰口で　自分の心　汚してる （後藤希帆さん・緑ヶ丘中1年）

小学生の部

小学生の部

中学生の部

中学生の部

中学生の部
優秀賞　改木千夏さん
　　　　（都野中・2年）

優秀賞　橋爪真依さん
　　　　（竹田中・2年）

平成 27年度竹田市「人権を守り、差別をなくす」小・中学生
人権標語・ポスター入賞者のみなさんをご紹介します。

2016年3 月発行31
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第132回
阿孫　久見

ツノハシバミ（カバノキ科）

　

山
地
の
日
当
た
り
の
い
い
落
葉

樹
の
林
内
や
林り

ん
え
ん縁

に
生
育
す
る
高

さ
２
～
５
㍍
ほ
ど
の
雌し

ゆ
う
ど
う
し
ゅ

雄
同
株
の

落
葉
低
木
で
す
。
樹
形
は
株か

ぶ
た立
ち

状じ
ょ
うで
よ
く
枝
分
か
れ
し
、
樹じ

ゅ

皮ひ

は

灰は
い
か
っ
し
ょ
く

褐
色
で
す
。

　
互
生
の
葉
は
ま
る
い
卵
形
で
、
ふ

ち
に
不ふ

き
そ
く
規
則
な
鋸き

ょ
し歯
が
あ
り
、
先
が

急
に
と
が
っ
て
い
ま
す
。
長
さ
は
11

㌢
、
幅
が
７
㌢
ほ
ど
で
す
。

　
早
春
の
頃
、
ま
だ
葉
が
芽め

ぶ吹
く
前

に
枝
に
雄お

花ば
な
は
苞ほ

う
よ
う葉(

花
の
下
部
に

つ
き
、
つ
ぼ
み
を
保
護
す
る
葉
の
変

形
し
た
も
の)

の
内
側
に
長
さ
６
㌢

ほ
ど
の
赤
い
尾び

状じ
ょ
うの
花
を
普
通
２

個
垂た

れ
て
咲
か
せ
ま
す
。
つ
ぼ
み
は

前
年
に
硬か

た
い
短
い
形
で
冬
を
越
し
ま

す
。
雌め

花ば
な

は
枝
の
上
部
の
芽が

鱗り
ん(

冬

芽
を
包
む
鱗

う
ろ
こ
じ
ょ
う

状
の
葉
の
変
形
し
た

も
の)

に
包
ま
れ
た
ま
ま
濃の

う
せ
き
し
ょ
く

赤
色
の

柱ち
ゅ
う
と
う
頭
（
雌
し
べ
の
先
端
部
）
だ
け
が

見
え
る
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
花
の
あ

と
、
タ
コ
足
状
の
普
通
２
～
４
個
の

筒つ
つ
じ
ょ
う
状
の
基
部
が
膨ふ

く

ら
み
先
が
く
ち

ば
し
状
に
と
が
る
毛
の
密み

っ
せ
い生
し
た

種
子
を
つ
け
ま
す
。

　

和
名
の
由
来
は
果
実
の
形
が

角つ
の
じ
ょ
う
状
に
な
っ
て
い
る
の
で
角
榛
（
ツ

ノ
ハ
シ
バ
ミ
）
の
名
が
あ
り
ま
す
。

　
竹
田
で
は
祖
母
・
く
じ
ゅ
う
山
系

の
山さ

ん
ろ
く麓
で
観
察
さ
れ
ま
す
。
花
期
は

３
月
か
ら
４
月
で
す
。

■

「
田
能
村
竹
田
」
の
世
界 

■

竹
田
市
出
身
の
南
画
家
、
田
能
村
竹
田
（
た
の
む
ら
ち
く
で
ん
）。
故
郷
の
先
哲
の

功
績
を
学
ぶ
た
め
、
市
内
に
在
る
「
作
品
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

↑ 

着
色
野
蔬
図   
年
代
不
詳
　
　
市
内
個
人
蔵

　

蓮
の
葉
・
二
股
大
根
・
豆
・
茄
子
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
お
腹
が
空
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
、
茄
子
に
は
か
わ
い
く
秋
の
虫
（
マ
ツ

　

ム
シ
？
ス
ズ
ム
シ
？
）
が
乗
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
縁
起
の
良
い
と
さ
れ
る
「
蔬
菜
」
で
あ
り
、豊
か
さ
や
子
孫
繁
栄
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。


